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i
大
間
知
篤
三
を
中
心
に
一

鶴

見

太

β良

【
要
約
】
　
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
学
生
社
会
運
動
を
主
導
し
た
東
京
帝
大
薪
人
会
の
活
動
家
の
一
部
が
運
動
離
脱
後
、
柳
田
国
男
の
罠
俗
学
に
傾
倒
し
た

現
象
は
、
か
つ
て
民
衆
へ
の
洞
察
を
欠
い
た
こ
と
に
対
す
る
彼
等
の
自
省
か
ら
生
じ
た
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
活
動
家
蒔
代
、
彼
等
の

多
く
が
福
本
主
義
を
旺
盛
に
摂
取
し
、
三
〇
年
代
以
降
は
翼
賛
運
動
下
で
ア
ジ
ア
主
義
に
傾
斜
し
て
い
く
行
程
は
、
「
山
村
生
活
調
査
」
に
見
ら
れ
る
着

実
な
民
俗
採
集
の
積
み
重
ね
を
基
調
と
し
、
安
直
な
他
民
族
の
習
俗
と
の
比
較
や
論
断
を
許
さ
な
い
柳
田
の
方
法
論
と
の
間
に
元
々
齪
儲
を
き
た
す
可
能

性
を
秘
め
て
い
た
。
自
ら
も
新
人
会
出
身
者
で
あ
る
と
同
階
に
敗
戦
前
、
柳
田
の
痛
罵
を
最
も
受
け
た
民
俗
学
者
の
一
人
で
あ
る
大
間
知
篤
三
が
旧
「
解

党
派
」
の
水
野
成
夫
、
浅
野
晃
等
と
国
民
思
想
研
究
所
に
於
け
る
家
族
制
度
調
査
、
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
の
編
集
を
通
し
て
「
民
問
伝
承
の
会
」
と
は

別
個
の
思
想
環
境
を
維
持
し
、
戦
後
柳
田
か
ら
離
れ
て
い
く
軌
跡
は
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
戦
時
下
に
行
わ
れ
た
穗
糊
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
柳

田
の
交
流
は
、
柳
田
民
俗
学
の
包
容
力
に
寄
せ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
以
外
に
、
「
師
と
そ
の
弟
子
」
と
い
う
関
係
に
於
け
る
蕩
藤
を
内
包
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
七
巻
四
号
　
一
九
九
四
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
三
〇
年
代
以
降
、
柳
田
国
男
は
自
ら
の
民
俗
研
究
方
法
を
開
示
し
、
そ
の
研
究
組
織
を
全
国
規
模
で
拡
大
し
て
い
く
。
今
文
依
然
と
し

て
日
本
罠
俗
学
と
同
義
に
解
釈
さ
れ
る
事
の
多
い
柳
田
民
俗
学
の
基
盤
は
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
研
究
体
制

を
確
立
す
る
途
上
に
あ
っ
た
柳
田
の
周
囲
に
数
名
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
姿
が
あ
っ
た
。
こ
の
現
象
は
「
三
・
一
五
」
、
「
四
・
一
六
」
事
件
を
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経
て
加
速
化
す
る
思
想
弾
圧
の
中
で
、
政
治
運
動
か
ら
離
脱
し
た
一
部
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
自
ら
の
民
衆
観
の
再
考
を
迫
ら
れ
た
時
、
体
制

か
ら
距
離
を
保
っ
て
い
た
画
讃
の
民
俗
学
に
接
近
す
る
と
い
う
行
動
に
起
因
し
て
い
た
。
戦
時
下
で
柳
田
に
師
事
す
る
こ
れ
ら
マ
ル
ク
ス
主
義

者
の
群
像
は
、
臼
本
の
民
衆
を
理
解
す
る
上
で
柳
田
民
俗
学
が
回
帰
の
対
象
に
な
る
傍
証
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
ら

　
　
　
①

れ
て
き
た
。
一
方
、
彼
等
の
内
で
接
触
を
乞
う
者
を
拒
ま
な
か
っ
た
柳
田
の
寛
容
さ
は
、
時
局
と
一
線
を
画
し
た
思
想
家
と
い
う
評
価
を
柳
田

に
付
与
す
る
事
と
も
な
っ
た
。
昭
和
初
期
の
転
向
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
柳
田
の
関
係
を
包
括
的
に
捉
え
た
後
藤
総
一
郎
氏
の
「
柳
田
学
と
転
向
」

（『

s
ェ
・
タ
』
一
九
七
二
年
一
〇
月
号
）
は
、
と
り
わ
け
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
於
け
る
東
京
帝
大
新
人
会
（
以
下
、
新
人
会
と
略
す
）
活
動
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
柳
田
民
俗
学
流
入
が
顕
著
だ
っ
た
こ
と
を
部
分
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
示
唆
的
な
提
起
に
従
い
、
戦
時
下
に
柳
田
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
で
、
言
わ
ば
学
ぶ
者
の
立
場
か
ら
柳
田
民
俗
学
を
特
質
づ
け
て
い
る
東
大
新
人
会
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

　
新
人
会
研
究
史
上
、
画
期
と
な
っ
た
の
が
一
九
六
九
年
一
月
一
八
日
目
東
京
学
士
会
館
分
館
で
行
わ
れ
た
「
東
大
新
人
会
創
立
五
十
周
年
記

　
③
協
会
」
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
時
の
集
ま
り
を
境
に
、
新
人
会
出
身
老
の
手
に
よ
る
記
録
編
纂
、
刊
行
が
系
統
だ

　
　
　
　
　
　
④

っ
て
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
当
事
者
に
よ
る
資
料
発
掘
に
先
ん
じ
て
出
版
さ
れ
た
国
§
曙
∪
．
ω
B
一
夢
氏
の
㍉
§
§
．
恥
潮
鳩
無
9
銭
§
“

淘
ミ
軌
§
房
（
頃
霞
く
巴
¢
曰
く
㊦
邑
受
博
⑦
ω
ω
、
○
ρ
讐
酵
置
σ
q
ρ
鼠
器
。
。
ニ
ド
箋
・
。
）
〔
邦
訳
、
松
尾
尊
墨
・
森
史
子
訳
『
新
人
会
の
研
究
　
日
本
学
生
運
動
の
源
流
』
東

大
出
版
会
　
一
九
七
八
年
〕
は
、
そ
の
周
到
な
聞
き
取
り
を
含
む
調
査
が
新
人
会
出
身
者
相
互
間
の
交
流
を
密
に
し
た
点
に
於
い
て
も
逸
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
同
書
は
新
人
会
に
よ
る
活
動
が
破
綻
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
帝
大
生
在
来
の
選
良
意
識
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

新
人
会
活
動
家
が
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
普
遍
的
な
教
義
に
｝
議
に
及
ば
ず
傾
倒
す
る
の
み
で
日
本
文
化
の
特
性
に
つ
い
て
論
理
的

な
究
明
を
行
う
こ
と
を
怠
っ
た
」
こ
と
を
析
幽
し
、
転
向
し
た
新
人
会
会
員
の
辿
っ
た
興
味
深
い
経
路
の
ひ
と
つ
に
柳
田
の
下
で
民
俗
学
を
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ん
だ
例
と
し
て
、
中
野
重
治
と
大
間
知
篤
三
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
同
書
の
基
調
と
も
な
っ
て
い
る
「
長
期
的
な
歴
史
的
意
義
と
い
う
観
点
」

か
ら
新
人
会
の
活
動
を
見
る
姿
勢
は
、
新
人
会
出
身
者
の
個
々
の
胸
中
に
抱
え
る
過
去
へ
の
自
省
の
枠
を
外
れ
、
新
人
会
の
活
動
自
体
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

担
い
手
た
ち
の
戦
後
に
於
け
る
後
半
生
に
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
肯
定
を
も
生
み
だ
す
。
こ
う
し
た
価
値
判
断
は
措
く
と
し
て
、
こ
の
観
点
を

，81　（573）



学
究
の
世
界
に
身
を
投
じ
た
新
人
会
出
身
者
に
限
っ
て
言
え
ば
、
過
去
の
運
動
体
験
が
そ
の
専
攻
の
中
で
独
創
的
な
視
野
を
提
供
す
る
磁
場
た

り
得
る
の
か
と
い
う
設
問
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
新
人
会
出
身
者

が
柳
田
の
門
を
叩
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
時
、
こ
こ
に
「
師
と
そ
の
弟
子
」
と
い
う
別
の
問
題
が
派
生
し
て
く
る
。
翻
っ
て
折
口
信
夫
の
例
を

持
ち
出
す
迄
も
な
く
柳
田
が
弟
子
た
ち
の
独
自
の
創
見
に
つ
い
て
依
枯
地
と
も
言
え
る
態
度
を
時
流
と
無
関
係
に
と
り
つ
づ
け
た
こ
と
を
受
け

止
め
る
時
、
一
時
的
に
せ
よ
彼
等
が
学
生
時
代
に
問
時
代
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
柳
田
と
の
対
応
関
係
の
中

に
潜
在
的
な
蔵
置
を
引
き
起
こ
す
素
地
を
持
っ
て
い
た
と
書
え
よ
う
。
左
翼
運
動
か
ら
離
脱
し
た
と
は
い
え
、
新
人
会
時
代
に
身
に
つ
け
た
思

考
様
式
、
往
時
の
人
的
な
繋
が
り
が
転
向
、
柳
田
民
俗
学
へ
の
傾
斜
を
以
て
途
絶
え
た
と
考
え
る
駅
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
は
柳
田
と
の
師
弟

関
係
の
中
で
も
並
行
し
て
維
持
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
柳
田
の
学
閥
に
接
触
し
た
新
人
会
出
身
者
は
、
そ
の
著
作
の
中
で
ど

の
様
な
変
容
を
実
現
し
た
の
か
。
そ
の
間
い
は
反
対
側
に
柳
田
は
新
人
会
出
身
者
と
接
触
す
る
こ
と
で
何
が
し
か
の
反
応
を
示
し
た
の
か
と
い

う
別
…
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

　
本
稿
で
叙
述
の
軸
と
な
る
大
間
知
篤
三
（
一
九
〇
〇
1
七
〇
）
は
、
、
先
鋭
な
新
人
会
活
動
家
と
し
て
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
共
産
党
入
党
、
転

向
出
獄
と
い
う
行
程
を
進
ん
だ
一
九
二
〇
年
代
中
葉
に
於
け
る
新
人
会
会
員
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
の
日
本
民
俗
学
の
申
で
主
流
と
な

っ
て
い
る
村
落
へ
の
桂
会
学
的
な
集
約
的
調
査
を
、
家
族
制
度
と
り
わ
け
婚
姻
、
隠
居
制
を
軸
に
民
俗
学
の
側
か
ら
開
拓
し
た
人
物
と
し
て
銘

記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
〇
年
代
最
も
柳
田
の
薫
陶
を
受
け
た
一
人
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
後
柳
田
の
下
を
去
っ
た
民
俗
学
者
で
あ
る
。
こ
こ
で

大
間
知
が
如
何
に
柳
田
門
下
に
あ
っ
て
特
別
な
位
置
を
占
め
る
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　
第
一
に
新
人
会
時
代
に
於
け
る
活
動
歴
の
重
さ
で
あ
る
。
柳
田
の
指
導
を
受
け
た
研
究
者
の
中
に
は
他
に
佐
女
木
彦
一
郎
、
守
随
一
の
新
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

会
出
身
者
が
い
た
が
、
双
方
と
も
学
生
時
代
、
目
立
っ
た
政
治
活
動
を
行
っ
た
形
跡
が
な
い
。
彼
ら
は
事
実
上
運
動
と
は
無
関
係
の
ま
ま
卒
業

し
た
の
で
あ
り
、
柳
田
の
民
俗
学
を
学
ん
だ
契
機
に
政
治
的
弾
圧
は
介
在
し
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て
新
人
会
の
最
盛
期
に
あ
た
る
一
九
二
六
年

に
新
人
会
幹
事
長
を
務
め
た
大
壷
知
は
、
当
時
の
新
人
会
の
思
潮
を
よ
り
忠
実
に
汲
み
取
っ
た
人
物
と
商
え
よ
う
。
こ
れ
に
付
随
し
て
前
諾
二

82　（574）
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名
が
い
ず
れ
も
敗
戦
を
待
た
ず
に
病
没
し
た
こ
と
は
、
臨
ず
か
ら
戦
中
戦
後
を
通
じ
て
柳
賑
と
の
関
係
、
そ
の
推
移
を
見
る
上
で
大
間
知
を
屹

立
さ
せ
る
。

　
第
二
に
前
項
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
大
間
知
が
柳
田
に
直
接
師
事
し
た
民
俗
学
者
に
し
て
戦
前
共
産
党
員
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
転
向
、
非
転

向
を
問
わ
ず
、
戦
前
に
入
党
歴
を
持
ち
戦
時
中
柳
田
民
俗
学
の
影
響
を
受
け
た
人
物
の
う
ち
、
当
初
か
ら
民
俗
学
を
志
し
、
系
統
的
に
柳
田
か

ら
長
期
に
わ
た
る
・
直
接
の
指
導
を
受
け
た
の
は
大
葉
知
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
敗
戦
ま
で
獄
中
に
あ
っ
て
柳
田
を
読
ん
だ
志
賀
義
雄
は
無

論
の
こ
と
、
中
野
重
治
、
浅
野
晃
は
時
折
個
別
に
柳
田
を
訪
れ
る
以
外
に
交
流
の
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
。
石
田
英
一
郎
も
ま
た
「
民
間
伝
承

の
会
」
発
足
当
初
か
ら
の
会
員
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
1
ン
大
学
畏
族
学
科
へ
の
留
学
（
一
九
三
七
～
三
九
年
）
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
隷
ミ
曽
．
ト
へ
の

傾
倒
に
見
る
如
く
、
そ
の
立
脚
点
は
文
化
人
類
学
の
側
か
ら
柳
田
民
俗
学
を
見
据
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
新
人
会
を
経
て
、
弾
圧
下

に
あ
っ
た
共
産
党
か
ら
柳
田
民
俗
学
へ
と
い
う
軌
跡
を
最
も
正
確
に
歩
ん
だ
の
が
他
な
ら
ぬ
大
間
知
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
間
知
が
何
故
、

柳
田
か
ら
離
れ
て
行
っ
た
か
の
説
明
と
し
て
引
か
れ
る
の
が
、
一
九
三
九
年
か
ら
敗
戦
の
年
ま
で
満
州
建
国
大
学
で
民
族
学
の
教
鞭
を
と
り
な

が
ら
、
同
地
の
少
数
民
族
の
社
会
組
織
、
祭
祀
組
織
を
調
査
し
た
際
、
柳
田
の
民
俗
語
彙
を
媒
介
と
す
る
調
査
方
法
の
不
適
用
を
体
験
し
た
こ

　
　
　
⑧

と
で
あ
る
。
確
か
に
民
俗
学
の
見
地
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
時
の
体
験
が
遠
因
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
し
か
し
柳
田
入
門
以
前

の
大
間
知
の
足
跡
を
念
頭
に
置
く
時
、
そ
こ
に
は
時
代
的
な
要
因
が
作
用
す
る
余
地
も
ま
た
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。
先
を
急
が
ず
、
ま
ず
大
間

知
の
新
人
会
時
代
を
見
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

①
　
こ
こ
で
は
次
の
三
点
を
挙
げ
て
お
く
。
益
田
勝
実
「
『
炭
焼
日
記
』
存
疑
」
（
『
民

　
語
』
　
一
九
五
九
年
一
一
、
一
二
門
月
聞
写
、
一
九
六
〇
年
二
月
〔
号
）
、
竹
村
民
郎
「
繍
押
田

　
民
俗
学
の
軌
跡
」
（
『
霞
本
史
研
究
』
一
九
六
二
年
一
一
月
号
）
、
該
O
環
ρ
犀
9
三
（
憎

．
、
℃
頸
、
自
・
o
嚢
網
蟹
玉
拶
閑
乙
冴
碧
羅
。
一
噌
一
磯
窪
お
そ
“
同
（
巷
一
〇
も
Q
荒
聖
一
毫
、
．
”
、
S
ミ
価

．
愈
ミ
ミ
ミ
O
、
（
甘
望
習
謹
言
2
，
）
一
¢
お
「
益
田
論
文
は
当
初
、
農
村
の
貧
園
を

蔽
視
ア
る
こ
と
か
ら
娼
発
し
た
柳
田
民
俗
学
が
、
そ
の
本
来
の
仁
尾
か
ら
遊
離
し

現
実
性
を
失
っ
て
い
く
中
で
、
戦
時
下
の
マ
ル
ク
ス
憲
義
民
俗
学
者
も
ま
た
櫛
田

民
俗
学
の
受
容
の
み
に
終
始
し
、
独
鯛
性
を
発
揮
し
え
な
か
っ
た
と
す
る
。
竹
村

論
議
は
戦
時
下
に
あ
っ
て
原
始
共
産
制
を
テ
ー
マ
に
民
俗
調
査
に
打
ち
込
む
マ
ル

キ
シ
ス
ト
を
事
例
に
、
時
局
の
中
の
潜
在
的
な
抵
抗
様
式
を
抽
出
す
る
。
モ
ー
ス

論
文
ほ
時
流
か
ら
隔
た
る
と
同
時
に
学
ぶ
側
の
政
治
意
識
を
も
混
入
さ
せ
な
い
、

三
か
年
代
に
於
い
て
梛
田
民
俗
学
が
持
っ
た
希
有
の
研
究
環
境
を
指
摘
し
、
個
々
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の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
椥
田
接
触
を
紹
介
し
て
い
る
。

②
　
こ
の
論
考
で
は
柳
田
斑
俗
学
が
掲
げ
る
「
牧
歌
的
な
故
郷
の
匂
い
」
を
転
向
の

　
際
、
心
情
的
に
受
け
止
め
た
型
、
被
支
配
者
た
る
日
本
民
衆
解
放
の
為
に
柳
田
罠

　
俗
学
を
学
ん
だ
型
、
御
畷
の
視
点
を
自
ら
の
転
向
体
験
を
通
じ
て
「
特
殊
か
ら
普

　
遍
」
へ
独
自
の
学
問
領
域
を
切
り
開
い
た
型
に
「
転
向
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
を
類

　
差
し
、
各
々
の
範
購
を
小
林
社
人
、
橋
浦
泰
雄
、
石
田
英
一
郎
に
よ
っ
て
代
褒
さ

　
せ
、
彼
ら
が
梱
田
の
民
俗
学
に
向
か
っ
て
行
っ
た
内
的
な
要
囚
、
及
び
そ
れ
に
よ

　
っ
て
何
が
得
ら
れ
た
の
か
に
眼
演
を
置
き
、
新
人
会
出
身
活
動
家
に
よ
る
凹
田
民

　
俗
学
へ
の
流
入
は
指
摘
の
段
階
に
留
め
ら
れ
る
。

③
　
こ
の
時
の
会
合
に
つ
い
て
は
石
堂
清
倫
『
続
わ
が
異
端
の
昭
和
史
』
（
勤
草
書

　
房
　
一
九
九
〇
年
）
二
五
〇
1
六
〇
頁
を
参
照
。
当
時
大
間
知
篤
三
は
病
臥
中
で

　
あ
り
（
翌
年
二
月
二
穴
日
死
去
）
、
出
席
し
て
い
な
い
。

④
石
堂
清
倫
・
竪
山
利
忠
編
『
東
京
帝
大
新
人
会
の
記
録
』
（
経
済
往
来
社
一

　
九
七
六
年
）
は
前
注
の
会
含
に
於
け
る
出
席
者
の
ス
ピ
…
チ
、
数
名
の
会
員
に
よ

　
る
國
顧
録
、
～
九
二
六
年
か
ら
解
散
に
到
る
ま
で
の
新
人
会
の
活
動
を
詳
細
に
追

　
つ
た
詑
録
か
ら
な
ウ
、
N
S
ク
ラ
ブ
編
『
東
大
新
人
会
員
の
足
跡
』
（
劒
造
書
房

　
一
九
八
七
年
）
は
確
認
さ
れ
て
い
る
新
人
会
会
員
の
略
歴
を
個
別
に
ま
と
め
た
も

　
の
。
八
八
年
に
補
正
表
が
追
補
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
七
九
年
よ
り
年
刊
で
『
東

　
京
帝
大
新
人
会
研
究
ノ
ー
ト
』
（
以
下
、
『
ノ
ー
ト
』
と
略
す
）
が
慶
応
義
塾
大
学

　
法
学
部
中
村
勝
範
研
究
会
か
ら
拙
て
い
る
。

⑤
　
同
書
　
一
一
…
九
頁
Q

⑥
同
書
二
〇
暇
、
二
五
一
頁
。

⑦
佐
々
木
は
理
学
部
地
理
学
科
を
二
五
年
に
、
守
随
は
経
済
学
部
を
二
八
年
に
卒

　
業
。
守
随
は
満
鉄
調
査
都
事
件
に
連
座
し
て
圏
四
年
に
獄
中
死
。

⑥
　
上
野
和
男
「
大
間
知
篤
三
一
そ
の
研
究
と
方
法
」
（
『
日
本
民
俗
の
エ
ッ
セ
ン

　
ス
隔
ぺ
り
か
ん
社
　
一
九
七
九
年
）
二
二
六
頁
。
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第
＝
軍
　
隔
九
二
〇
年
代
後
半
の
東
大
新
人
会

錦
一
節
　
単
生
運
動
の
転
換
期

　
自
営
で
は
あ
る
が
堅
実
な
生
活
を
営
む
農
耕
民
（
中
農
）
を
自
ら
の
民
俗
学
の
座
標
に
据
え
、
「
学
問
の
あ
る
人
だ
け
に
し
か
思
想
が
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
い
う
結
果
」
に
対
し
て
倶
れ
を
抱
い
て
い
た
柳
田
に
と
っ
て
、
明
治
以
降
湖
度
化
さ
れ
た
教
育
機
構
で
あ
る
帝
国
大
学
の
中
で
育
っ
た
学
生

と
は
、
本
来
迂
遠
な
存
在
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
九
四
一
年
六
月
、
発
足
し
て
問
も
な
い
東
京
帝
国
大
学
全
学
会
主
催
で
行
わ
れ
た
連
続
講
義
「
日
本
の
祭
」
の
冒
頭
で
、
そ
の
柳
田
は
珍

し
く
「
学
生
」
を
民
俗
学
の
姐
上
で
論
じ
て
い
る
。
前
年
一
〇
月
に
発
足
し
た
大
政
翼
賛
会
を
受
け
て
、
東
京
帝
国
大
学
に
も
「
教
学
捌
新
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
指
標
と
す
る
全
学
組
織
設
立
の
気
運
が
高
ま
り
、
全
学
会
自
体
は
文
相
の
訓
示
を
待
た
ず
学
内
で
自
発
的
に
誕
生
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
こ



柳田民俗学と東大嚢人会（鶴見）

の
戦
時
動
員
の
布
石
と
も
言
う
べ
き
運
営
事
業
の
中
で
、
作
為
的
に
生
み
出
さ
れ
る
祝
祭
行
事
と
は
お
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
質
僕
な
祭
祀
を
題

材
に
据
え
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
時
流
か
ら
逸
れ
た
桐
貌
を
柳
田
に
与
え
て
い
る
。
だ
が
居
並
ぶ
聴
衆
を
「
祖
父
母
か
ら
孫
へ
、
郷
党
の
長
者

か
ら
若
い
老
へ
」
と
伝
え
ら
れ
る
有
形
無
形
の
伝
承
を
、
十
余
年
の
学
生
生
活
と
引
き
換
え
に
体
得
す
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
存
在
と
位

　
　
　
　
　
④

置
付
け
た
こ
と
に
見
る
よ
う
に
、
柳
田
の
憂
い
は
む
し
ろ
言
葉
に
な
ら
な
い
生
活
様
式
を
受
け
継
ぐ
回
路
か
ら
、
彼
ら
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る

所
に
力
点
が
あ
る
。
戦
後
に
な
っ
て
『
定
本
　
柳
田
国
男
集
』
の
刊
行
を
控
え
て
い
た
時
、
柳
田
が
霞
ら
帝
国
大
学
学
生
時
代
に
作
っ
た
新
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

詩
を
収
録
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
か
っ
た
事
実
は
、
晩
年
の
柳
田
が
壮
年
期
以
後
の
民
俗
学
者
と
し
て
の
活
動
に
鑑
み
て
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ

う
に
自
己
判
断
し
た
の
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
柳
田
は
こ
の
講
演
の
中
で
、
学
生
達
の
う
ち
に
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
た
幼
少
期
の
祭

の
体
験
を
呼
び
水
に
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
と
民
衆
と
の
間
に
残
さ
れ
た
心
意
伝
承
の
細
道
を
見
い
だ
そ
う
と
試
み
る
。

　
一
九
二
三
年
、
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
（
以
下
、
四
高
と
略
す
）
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
の
独
文
科
に
入
学
し
た
大
辱
知
篤
三
も
ま
た
、
こ
こ
に

見
る
「
非
常
時
」
の
学
内
統
制
の
時
代
で
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
時
柳
国
が
抱
い
た
学
生
観
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
間
知

自
身
は
四
高
時
代
、
庭
球
部
に
籍
を
置
く
か
た
わ
ら
、
同
じ
文
科
乙
類
（
ド
イ
ツ
語
）
の
中
野
重
治
ら
と
と
も
に
同
校
生
徒
会
発
行
の
『
北
辰
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

雑
誌
』
の
編
集
に
携
わ
り
、
ま
た
富
山
中
学
の
同
窓
生
に
よ
る
同
人
誌
『
ふ
る
さ
と
』
の
刊
行
に
も
参
画
し
て
い
た
。
折
か
ら
新
人
会
は
同
年

九
月
、
震
災
直
後
の
社
会
主
義
老
弾
圧
を
背
景
に
そ
の
政
治
活
動
方
針
を
穏
健
化
さ
せ
、
具
体
的
な
学
生
生
活
の
改
善
を
指
標
に
広
範
な
会
員

の
獲
得
に
乗
り
出
し
、
所
謂
「
り
ベ
ツ
化
」
（
大
衆
化
）
の
時
期
に
あ
っ
た
。
他
方
で
会
内
規
約
が
確
立
さ
れ
、
団
体
と
し
て
の
新
人
会
の
活
動

基
盤
も
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
再
編
さ
れ
る
に
到
り
、
機
構
の
上
で
は
総
会
で
選
出
さ
れ
た
幹
事
（
任
期
ニ
カ
月
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
幹
事
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

執
行
機
関
と
し
て
運
営
業
務
を
担
当
し
、
事
務
レ
ベ
ル
で
設
け
ら
れ
た
「
機
能
班
漏
を
統
括
し
た
。
既
に
一
九
二
二
年
秋
、
そ
れ
ま
で
の
主
要

大
学
、
高
校
、
専
門
学
校
に
於
け
る
学
生
運
動
団
体
は
「
学
生
聯
合
会
」
を
発
足
さ
せ
互
い
に
提
携
し
て
い
た
が
、
二
四
年
九
月
の
第
二
圃
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

聯
大
会
で
「
学
生
社
会
科
学
聯
合
会
し
（
以
下
、
学
聯
と
略
す
）
と
改
称
し
、
傘
下
団
体
を
拡
大
し
て
い
く
。

　
一
方
、
『
新
人
態
々
報
』
（
二
四
年
七
月
）
所
収
の
「
学
生
運
動
と
個
人
の
任
務
」
は
、
い
ち
は
や
く
「
リ
ベ
ツ
化
扁
の
危
険
性
に
触
れ
、
学
生
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を
無
産
階
級
か
ら
遊
離
し
た
消
費
生
活
者
と
し
て
捉
え
、
学
生
の
率
先
し
た
自
己
犠
牲
、
団
体
意
識
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
無
産
階
級
運
動
へ

の
貢
献
を
説
い
た
。
同
論
文
で
は
学
生
運
動
治
体
を
「
形
式
も
異
な
る
に
し
て
も
、
常
に
大
な
り
小
な
り
結
果
と
し
て
の
無
産
階
級
解
放
運
動

へ
の
貢
献
を
豫
想
」
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
は
、
依
然
と
し
て
「
運
動
に
於
る
将
来
必
要
な
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
⑨

諸
研
究
の
晶
分
担
者
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
様
な
学
生
運
動
の
転
換
期
に
あ
っ
て
、
大
間
知
も
ま
た
少
な
く
と
も
二
四
年
四
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

段
階
で
は
既
に
会
員
と
な
っ
て
い
た
。
同
年
に
四
高
か
ら
入
学
し
た
学
生
の
中
に
は
中
野
重
治
、
石
堂
清
倫
ほ
か
後
の
新
人
会
会
員
九
名
が
含

ま
れ
て
お
り
、
既
に
入
会
し
た
大
間
知
と
と
も
に
以
後
、
四
高
出
身
者
は
会
内
で
も
際
立
っ
た
結
束
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
、

水
野
成
夫
は
仏
法
科
を
卒
業
し
、
浅
野
晃
、
志
賀
義
雄
は
各
々
仏
法
、
社
会
学
科
の
三
年
に
在
籍
し
て
い
た
。

　
入
会
当
初
、
大
間
知
は
先
述
の
『
ふ
る
さ
と
』
の
刊
行
を
続
け
て
い
る
。
一
一
五
年
一
月
、
同
誌
は
中
野
重
治
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
同
人

を
加
え
、
『
裸
像
』
と
し
て
再
出
発
を
果
た
す
が
、
そ
の
第
二
号
巻
末
の
「
同
人
雑
記
」
に
大
間
知
は
「
此
の
頃
、
僕
は
新
し
い
路
に
入
ら
う
と

し
て
い
る
…
…
去
年
の
暮
頃
か
ら
、
人
道
主
義
的
人
生
観
の
代
り
に
社
會
主
義
的
入
生
観
が
心
の
中
で
成
長
し
始
め
た
」
、
「
心
の
中
の
配
列
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

今
や
新
し
く
立
て
改
め
て
み
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
間
知
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
号
を
追
う
毎
に
同
人
の
間
に
文
学
に
飽
き
た

ら
ぬ
空
気
が
生
じ
、
雑
誌
自
体
は
同
年
五
月
発
行
の
第
四
号
「
編
集
後
記
」
に
次
号
の
編
集
担
当
を
大
間
知
が
行
う
こ
と
を
予
告
し
た
ま
ま
、

つ
い
に
刊
行
さ
れ
ず
に
終
わ
る
。
後
年
、
中
野
は
「
街
あ
る
き
」
の
中
で
、
太
田
篤
の
名
で
表
向
き
は
自
ら
の
非
才
を
口
実
に
同
人
誌
か
ら
身

を
引
い
て
新
人
会
の
活
動
に
専
心
し
て
い
く
大
間
知
を
描
き
、
「
文
學
を
努
力
を
も
つ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
才
能
な
ん
だ
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

主
人
公
・
片
口
安
否
の
独
白
と
対
置
さ
せ
て
い
る
。

　
同
年
七
月
開
催
の
学
聯
大
会
で
採
択
さ
れ
た
綱
領
は
、
「
リ
ベ
ツ
化
」
の
時
代
を
「
學
生
な
る
社
會
群
の
認
識
の
不
足
、
社
幽
思
學
研
究
の

鋏
除
に
よ
り
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
運
動
に
堕
せ
ん
と
し
た
時
代
」
と
批
判
し
た
上
で
、
当
面
の
任
務
の
～
つ
に
門
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
社
會
観
」

を
養
う
た
め
の
明
確
な
理
論
の
獲
得
を
掲
げ
、
学
生
運
動
と
無
産
階
級
運
動
は
新
た
に
「
共
通
の
利
害
の
上
に
立
ち
、
共
通
の
階
級
敵
に
謝
立
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
た
。
新
人
会
の
陣
容
も
菊
川
忠
雄
、
岡
田
宗
司
ら
リ
ベ
ツ
化
を
担
っ
た
社
会
民
主
主
義
系
の
指
導
者
に
代
わ
っ
て
、
是
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枝
恭
二
、
村
尾
薩
男
な
ど
程
な
く
共
産
党
に
入
党
す
る
活
動
家
が
台
頭
し
て
く
る
。
大
間
知
自
身
は
そ
の
頃
、
学
友
会
の
社
会
科
学
研
究
部
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

後
藤
寿
夫
（
林
虜
雄
）
が
主
導
す
る
社
会
文
芸
研
究
会
に
属
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
そ
れ
ま
で
の
創
作
活
動
の
問
に
折
り
合
い
を
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
た
が
、
新
人
会
内
部
で
将
来
、
運
動
家
に
な
る
見
込
み
を
持
つ
会
員
に
対
し
て
系
統
的
な
説
得
が
行
わ
れ
た
単
果
、
二
五
年
末
に
は
運
動
に

専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節
　
福
本
主
義
下
の
群
像

　
一
九
二
六
年
春
、
大
間
知
は
卒
業
を
一
年
延
期
し
て
新
人
会
幹
事
長
に
選
ば
れ
て
い
る
。
本
来
、
幹
事
長
は
幹
事
会
で
の
互
選
に
よ
る
決
定

を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
当
時
既
に
新
人
会
内
部
で
は
将
来
活
動
家
と
し
て
有
望
視
さ
れ
る
者
に
幹
事
長
を
経
験
さ
せ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

⑯た
。
加
え
て
既
卒
、
中
退
の
新
人
会
出
身
者
の
う
ち
数
名
は
こ
の
頃
、
再
建
途
上
に
あ
っ
た
共
産
党
（
コ
、
・
・
ユ
ニ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
）
に
関
係
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

お
り
、
彼
ら
の
内
で
中
野
尚
夫
が
京
都
賢
聖
事
件
で
検
挙
さ
れ
た
後
藤
寿
夫
に
代
わ
っ
て
大
間
知
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
の
五
月

一
三
日
に
は
岡
田
文
相
の
内
訓
「
生
徒
の
左
傾
思
想
取
締
に
関
す
る
件
」
が
発
令
さ
れ
て
い
た
が
、
新
人
会
の
活
動
自
体
は
曾
て
な
い
活
況
を

呈
し
、
会
員
数
は
在
学
中
の
脱
会
者
を
含
め
て
三
七
名
（
二
七
年
卒
）
、
三
八
名
（
二
八
年
卒
）
、
五
六
名
（
二
九
年
卒
）
と
増
大
し
た
ほ
か
、
事
実
上

新
人
会
の
外
郭
団
体
と
な
っ
て
い
た
社
会
科
学
研
究
部
（
社
旗
）
が
二
六
年
に
は
三
百
名
以
上
を
擁
し
て
い
た
。
こ
れ
に
並
行
し
て
同
年
四
月
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

始
め
ら
れ
た
四
高
出
身
者
に
よ
る
北
辰
会
読
書
会
を
野
矢
と
す
る
出
身
高
専
読
書
会
が
軌
道
に
乗
り
、
広
く
社
会
科
学
に
関
心
を
持
つ
学
生
を

引
き
つ
け
て
い
た
。
大
間
知
が
門
屋
博
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
加
入
の
勧
誘
を
受
け
た
の
は
、
二
六
年
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月

下
旬
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
六
月
頃
に
は
新
人
会
合
宿
所
で
『
無
産
者
新
聞
』
の
労
農
党
の
活
動
方
針
に
関
す
る
社
説
を
、
合
法
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
み
の
活
動
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
に
よ
っ
て
鮮
や
か
に
論
評
し
、
同
宿
の
仲
間
内
で
は
大
間
知
の
入
党
が
囁
か
れ
始
め
て
い
た
。
七
月
に
は

共
産
党
再
建
ビ
ェ
ー
ロ
ー
が
正
式
に
福
本
稲
夫
を
組
織
・
理
論
面
で
の
責
任
者
と
し
て
入
党
さ
せ
、
秋
口
か
ら
は
卒
業
を
控
え
た
学
生
活
動
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
少
人
数
に
分
け
、
水
野
成
夫
、
浅
野
晃
ら
静
思
の
新
人
会
の
先
達
を
講
師
に
福
本
の
論
文
の
講
読
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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そ
の
中
で
折
か
ら
鈴
木
茂
三
郎
ら
に
よ
る
中
間
左
翼
結
成
運
動
に
対
抗
し
て
、
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
」
の
左
翼
結
成
を
主
眼
に
一
九
二
六

年
七
月
下
旬
か
ら
同
年
末
ま
で
数
回
に
わ
た
っ
て
私
的
に
開
か
れ
た
門
学
生
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
小
委
員
会
」
は
、
福
本
の
側
も
こ
れ
を
積
極

的
に
主
催
し
た
点
で
、
さ
ら
に
再
建
前
夜
の
共
産
党
の
政
策
方
針
に
対
す
る
新
人
会
出
身
の
活
動
家
の
関
与
を
示
す
点
で
重
要
で
あ
る
。
メ
ン

バ
ー
は
福
本
潤
夫
、
水
野
成
夫
、
門
屋
博
、
中
野
尚
央
の
ほ
か
、
や
や
遅
れ
て
加
わ
っ
た
申
で
確
実
視
さ
れ
て
い
る
の
が
浅
野
晃
、
石
膏
英
一

⑳郎
で
あ
る
。
こ
こ
に
集
ま
っ
た
面
々
は
学
生
運
動
出
身
の
活
動
家
と
し
て
、
二
六
年
か
ら
二
七
年
の
短
い
間
に
雁
行
し
て
入
党
し
、
熱
心
な
福

本
主
義
者
で
あ
っ
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。
大
間
知
は
こ
の
会
合
に
参
加
し
た
形
跡
は
な
い
が
、
翌
二
七
年
二
月
一
臼
よ
り
岡
委
員
会
の
実
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

上
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
政
治
批
判
』
（
二
九
年
二
月
置
で
継
続
）
の
発
行
人
を
第
五
号
（
二
七
年
六
月
；
百
発
行
）
ま
で
務
め
て
い
る
。

発
行
所
の
政
治
批
判
粒
の
置
か
れ
た
赤
羽
稲
付
に
は
当
時
、
水
野
と
浅
野
が
借
家
し
て
お
り
、
新
人
会
の
後
輩
連
中
を
連
れ
て
来
て
寝
泊
ま
り

さ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
間
知
と
両
者
の
交
流
は
既
に
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
創
刊
号
か
ら
第
三
号
に
か
け
て
、
同
誌
に
相

次
い
で
福
本
主
義
に
よ
る
学
生
指
導
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
大
間
知
も
大
宮
啓
二
の
筆
名
で
「
學
生
運
動
の
諸
嬢
農
段
階
i
早
大
事
件
の
批
判

一
扁
を
第
二
号
（
二
七
年
三
月
）
に
発
表
し
て
い
る
。
前
号
の
「
學
生
生
蜜
科
學
運
動
の
方
向
聴
換
」
で
は
中
野
至
楽
（
筆
名
・
杉
道
夫
）
に
よ

っ
て
二
六
年
九
月
以
降
の
学
生
運
動
が
「
全
無
産
階
級
運
動
へ
の
蒋
換
期
」
と
規
定
さ
れ
、
な
か
ん
ず
く
そ
の
第
一
段
階
は
理
論
闘
争
で
あ
る

と
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
大
間
知
は
こ
の
論
を
継
承
し
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
を
大
山
郁
夫
の
教
授
職
留
任
問
題
に
際
し
て
二
七

年
二
月
一
〇
日
に
設
立
さ
れ
た
早
大
自
治
同
盟
に
求
め
て
、
運
動
の
経
過
を
「
や
う
や
く
樹
立
途
上
に
あ
り
し
置
生
運
動
の
指
導
方
針
を
賢
践

に
於
て
深
め
、
且
つ
確
立
す
る
た
め
の
最
初
の
試
練
の
舞
璽
で
あ
り
、
無
産
階
級
運
動
全
線
へ
の
合
流
の
た
め
の
第
一
歩
を
劃
せ
し
重
要
な
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
主
義
）

メ
ン
ト
」
と
定
め
た
上
で
、
「
今
や
、
我
が
國
の
無
産
階
級
は
、
組
合
主
義
的
政
治
闘
争
よ
り
×
×
×
×
的
政
治
闘
争
の
段
階
に
卓
論
し
つ
」

　
　
　
　
　
　
　
㊧

あ
る
」
こ
と
を
説
く
。
時
を
同
じ
く
し
て
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
二
月
号
に
は
佛
吹
英
一
の
筆
名
で
石
田
英
一
郎
が
「
意
識
化
せ
る
折
衷
主
義
と

そ
の
行
方
一
山
川
園
最
近
の
諸
論
文
を
評
す
　
　
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
石
田
は
前
年
暮
れ
に
『
報
知
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
山

川
均
の
「
勢
車
総
校
倉
の
崩
壊
作
用
と
無
産
政
煎
の
問
題
」
の
中
か
ら
、
「
私
は
か
や
う
な
る
時
期
に
お
い
て
こ
と
さ
ら
に
日
本
螢
農
蕪
組
織
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運
動
に
、
あ
る
定
ま
っ
た
形
と
性
質
と
を
豫
乏
し
て
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
部
分
を
引
き
、
「
運
動
を
そ
の
内
的
必
然

の
違
警
に
於
て
把
握
せ
ず
、
輩
に
過
去
の
現
象
の
羅
列
的
記
載
に
止
ま
ら
る
る
山
州
氏
に
と
っ
て
」
、
「
客
観
的
法
則
を
見
究
め
て
之
を
實
現
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ん
と
す
る
こ
と
…
…
は
遂
に
問
題
と
は
な
り
得
な
い
」
と
批
判
す
る
。
も
と
も
と
こ
の
時
の
山
川
の
落
葉
は
、
二
六
年
後
半
の
労
働
農
民
党
の

分
裂
を
経
て
一
二
月
に
加
藤
勘
十
、
麻
生
久
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
日
本
労
農
党
の
創
立
趣
意
書
に
於
け
る
「
中
間
派
左
翼
」
形
成
が
如
何
に

「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
協
力
者
た
る
意
識
的
右
翼
偏
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
か
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
一
方
、
無
産
階
級
的
立
場
の
厳
守
を
明

言
し
て
い
る
同
党
が
「
意
識
的
右
翼
」
に
対
す
る
「
い
っ
さ
い
の
反
対
勢
力
を
結
束
し
て
単
一
な
大
左
翼
を
結
成
す
る
」
こ
と
を
期
待
し
た
所

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
大
衆
運
動
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
へ
の
拘
泥
は
大
間
知
、
石
田
ら
当
時
の
福
本
主
義
者

に
共
通
し
た
運
動
観
と
考
え
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
う
し
た
潮
流
の
中
で
一
九
二
四
、
五
年
に
『
遠
野
物
語
』
を
購
入
し
て
い
る
中
野
重
治
は
む
し
ろ
例
外
と
い
っ
て
よ
い
。
二
〇
年
の
中
野

の
詩
作
に
福
本
を
経
由
し
て
ル
カ
ー
チ
が
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
の
中
で
強
調
す
る
〈
日
常
、
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
〉
が
影
を
落
と
し
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
中
野
が
当
時
の
福
本
主
義
最
盛
期
の
新
人
会
に
あ
っ
て
、
自
身
の
背
後
に
あ
る
郷
土
と
そ
の
慣

習
へ
の
眼
差
し
を
持
続
さ
せ
た
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
後
年
、
『
む
ら
ぎ
も
』
に
於
い
て
、
新
人
会
合
宿
所
の
研
究
会
で
自
ら
の
郷

里
の
回
想
を
素
材
に
し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
訥
々
と
語
っ
て
聞
か
せ
る
地
味
な
会
員
を
、
福
本
主
義
の
醗
将
た
る
活
動
家
た
ち
よ
り
も
遙
か
に
重
く

見
た
と
こ
ろ
に
そ
の
一
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
一
蝋
六
年
暮
れ
に
再
建
さ
れ
た
共
産
党
は
大
衆
団
体
へ
の
影
響
力
を
拡
大
す
べ
く
、
学
生
組
織
、
合
法
無
産
政
党
に
党
員
を
送
り
込
む
。
二
七

年
三
月
中
旬
か
ら
五
月
中
旬
ま
で
卒
業
を
跨
ぐ
形
で
大
間
知
が
「
学
生
フ
ラ
ク
シ
コ
H
ソ
」
を
主
催
し
、
更
に
浅
野
の
指
令
で
労
農
党
に
入
党
し

本
部
書
記
と
し
て
勤
務
し
た
の
は
そ
の
一
事
例
で
あ
る
。
「
学
生
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
は
石
田
英
一
郎
、
賜
田
英
宗
（
東
大
農
学
部
駒
場
社
研
）
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
引
き
継
が
れ
、
翌
年
「
三
・
一
五
」
事
件
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
前
述
の
「
学
生
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
小
委
員
会
」
を
媒
介
に
福
本
の
下
に
集
ま
っ
た
活
動
家
は
、
こ
の
時
期
を
境
に
検
挙
さ
れ
、
そ
の
後
の
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獄
中
転
向
の
過
程
で
分
化
し
て
い
く
。
「
工
七
年
テ
ー
ゼ
」
以
後
も
党
中
央
事
務
局
長
の
地
位
に
あ
っ
た
水
野
成
夫
は
二
九
年
五
月
、
声
明
「
日

本
共
産
党
脱
党
に
際
し
て
党
員
諸
君
に
」
を
発
表
し
、
党
中
央
委
員
で
は
初
め
て
転
向
を
行
い
、
門
屋
、
浅
野
が
こ
れ
に
続
く
。
京
都
学
聯
事

件
に
よ
り
起
訴
さ
れ
た
時
点
で
爵
位
（
男
爵
）
を
返
上
し
、
控
訴
審
進
行
中
に
今
度
は
「
三
・
一
五
」
事
件
で
検
挙
さ
れ
た
石
田
英
一
郎
は
明
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
転
向
の
態
度
を
示
す
こ
と
な
く
、
一
九
三
四
年
釈
放
さ
れ
る
。
福
本
和
夫
は
一
九
四
二
年
、
刑
期
満
了
ま
で
在
獄
一
四
年
を
過
ご
す
。
そ
し

て
二
七
年
暮
れ
よ
り
～
年
志
願
兵
と
し
て
金
沢
の
歩
兵
第
七
連
隊
に
入
営
中
検
挙
さ
れ
た
大
間
知
は
、
名
古
屋
控
訴
院
で
三
年
の
刑
が
確
定
し
、

三
一
年
ま
で
獄
中
に
あ
っ
た
。

　
対
労
農
党
を
は
じ
め
と
し
た
一
連
の
福
本
主
義
時
代
に
於
け
る
共
産
党
の
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
活
動
が
既
存
の
合
法
無
産
政
党
の
提
携
を
分
裂
さ

せ
、
二
八
年
総
選
挙
で
の
不
振
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
「
所
謂
大
衆
抱
擁
性
、
政
治
性
獲
得
の
た
め
」
マ
ル
ク
ス

主
義
者
が
「
薗
ら
強
く
結
晶
す
る
前
に
先
ず
、
き
れ
い
に
分
離
」
す
る
こ
と
を
基
調
と
す
る
福
本
の
「
分
離
結
合
主
義
」
は
要
覧
、
少
数
精
鋭

の
党
員
組
織
を
そ
の
担
い
手
す
る
一
方
で
抽
象
的
な
モ
デ
ル
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
実
の
大
衆
運
動
を
捉
え
る
と
い
う
理
論
上
の
様

式
に
於
い
て
も
、
新
人
会
出
身
の
活
動
家
の
指
導
者
意
識
と
結
び
付
く
要
素
を
内
包
し
て
い
た
。
そ
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
「
二
七
年
夏

ー
ゼ
」
採
択
の
形
で
、
よ
り
大
き
な
上
か
ら
の
権
威
に
よ
っ
て
山
川
、
福
本
両
派
が
批
判
さ
れ
る
や
、
党
指
導
部
が
容
易
に
路
線
転
換
を
行
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
「
三
・
一
五
」
事
件
に
よ
る
検
挙
を
経
て
、
福
本
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
達
が
次
々
と
出
獄
後
、
翼
賛
運
動
へ
傾
斜
し
て
い

き
、
離
反
し
て
い
っ
た
事
実
は
福
本
の
孤
立
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
①
　
「
B
塞
歴
史
閑
談
」
（
『
改
造
』
一
九
閥
九
年
六
月
号
）
七
三
頁
、
家
永
三
郎
と
　
　
　
　
　
九
頁
。

　
の
対
談
。

②
　
宮
崎
ふ
み
子
「
東
京
帝
国
大
学
「
新
体
制
」
に
関
す
る
一
考
察
一
十
学
会
を

中
心
と
し
て
一
」
（
『
爽
京
大
学
史
紀
要
職
第
一
男
　
一
九
七
九
年
二
月
）
八
八

　
頁
。
後
藤
総
一
郎
監
修
『
柳
田
国
男
伝
隔
別
醗
年
譜
（
三
…
譲
房
　
一
九
八
八
年
）

　
に
よ
れ
ば
講
演
が
行
わ
れ
た
の
は
六
月
一
　
六
日
か
ら
五
日
悶
。

③
　
　
『
東
京
大
学
百
年
史
脳
（
通
史
二
）
（
東
京
大
学
出
版
会
　
｝
九
八
五
年
）
三
五

④
梛
田
鼠
男
「
日
本
の
祭
」
（
『
定
本
梯
田
国
男
集
』
第
一
〇
巻
筑
摩
書
房

　
一
九
六
二
年
）
一
六
九
－
七
〇
頁
。
以
下
、
『
定
本
』
と
略
す
。

⑤
　
藤
井
隆
至
編
『
柳
田
国
男
農
敷
論
集
瞼
（
法
政
大
学
街
版
局
　
一
九
七
五
年
）
二
～

　
五
九
頁
。

⑥
　
　
『
『
ふ
る
さ
と
』
と
『
裸
像
』
1
同
人
座
談
会
の
記
録
1
』
（
桂
書
房
　
一

　
九
八
九
年
）
一
一
一
四
頁
、
中
井
精
一
他
の
座
談
会
。
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⑦
　
菊
用
忠
雄
『
蔓
生
社
線
運
動
史
臨
（
門
口
書
店
　
　
九
酋
七
年
）
一
九
七
…
二
〇

　
一
頁
。
組
織
上
は
も
う
ひ
と
つ
学
習
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
た
五
人
か
ら
一
〇
人

　
の
「
研
究
会
」
が
あ
り
、
ム
帯
呉
は
い
ず
れ
か
の
研
究
会
に
所
属
す
・
る
こ
と
を
晶
義
務

　
づ
け
ら
れ
た
（
｛
貞
§
．
畷
。
。
・
μ
き
r
前
掲
一
〇
二
頁
）
。

⑧
菊
川
前
掲
一
三
八
－
九
、
二
五
三
－
四
頁
。

⑨
「
学
生
運
動
と
個
人
の
任
務
」
（
『
新
入
広
々
報
』
第
三
号
　
一
九
二
照
年
七
月
）

　
虚
数
記
載
な
し
。
丹
羽
道
雄
氏
所
蔵
。

⑩
石
堂
清
愉
「
大
間
知
興
の
思
い
出
」
（
『
大
間
知
篤
三
著
作
集
臨
第
六
巻
月
報

　
未
来
社
　
一
九
八
二
年
）
。
以
下
、
『
著
作
集
』
と
略
す
。

⑪
大
間
知
篤
三
「
雑
記
手
紙
」
（
『
裸
像
』
第
二
号
裸
像
社
一
九
二
五
年
二

　
月
。
一
九
八
九
年
桂
書
房
よ
り
復
刻
）
七
八
頁
。

⑫
　
中
野
重
治
「
街
あ
る
き
」
（
『
新
潮
』
一
九
四
〇
年
七
月
号
）
一
九
九
…
二
〇
〇

　
頁
。
大
間
知
の
母
の
生
家
は
片
口
姓
で
あ
り
代
々
門
安
」
の
字
を
持
っ
て
い
る

　
（
大
間
知
他
、
座
談
会
「
小
説
『
む
ら
ぎ
も
』
と
新
人
会
聴
代
」
〔
『
中
央
評
論
』

　
一
九
五
粟
野
一
二
月
号
〕
七
九
一
入
○
頁
）
。

⑬
菊
川
前
掲
三
二
〇
一
三
二
二
頁
。

⑭
　
林
｝
揚
雄
「
文
瀞
ず
的
…
回
想
」
（
『
林
一
厨
雄
日
日
器
皿
集
』
第
二
巻
　
翼
婚
齋
院
　
　
　
九
穴
九

　
年
）
壬
二
七
買
。
学
友
会
は
学
部
別
の
学
生
自
治
組
織
の
こ
と
。
二
三
年
五
月
、

　
二
人
会
の
は
た
ら
き
か
け
に
よ
っ
て
、
学
友
会
内
に
誕
生
し
た
の
が
社
会
科
学
研

　
究
会
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
分
科
会
に
わ
か
れ
、
カ
ウ
ツ
キ
…
『
マ
ル
ク
ス
の
経

　
済
学
』
（
チ
ュ
ー
タ
ー
・
山
田
盛
太
郎
）
、
ブ
ハ
…
リ
ン
『
史
的
唯
物
論
臨
（
同
・

　
平
野
義
太
郎
）
な
ど
、
殆
ど
が
マ
ル
ク
ス
主
義
を
主
題
と
し
て
い
た
。
佐
々
木
彦

　
一
郎
も
一
晦
、
こ
れ
ら
の
読
書
会
に
参
加
し
て
い
た
（
石
堂
清
倫
『
中
野
重
治
と

　
社
会
主
義
』
勤
草
需
房
　
一
九
九
一
年
　
三
二
頁
）
。

⑮
石
堂
清
倫
『
異
端
の
視
点
』
（
勤
草
書
房
一
九
八
七
年
）
一
九
七
頁
。

⑯
　
　
九
九
二
年
三
月
七
ヨ
、
石
堂
清
倫
氏
か
ら
の
筆
者
聞
き
取
り
。

⑰
　
石
堂
清
倫
「
新
人
会
の
名
幹
事
長
」
（
『
民
間
伝
承
』
一
九
七
〇
年
七
月
号
所
収

　
「
弔
問
知
篤
三
追
悼
記
念
特
集
」
〔
以
下
、
「
追
悼
特
集
」
と
略
す
〕
一
〇
五
頁
）
。

　
幹
事
長
の
主
た
る
業
務
は
学
期
毎
の
総
会
に
於
け
る
経
過
報
止
口
と
爾
後
方
針
の
決

　
定
、
高
校
部
（
嵩
高
校
讐
研
へ
の
連
絡
機
関
）
に
対
す
る
指
導
、
月
例
の
会
内
班

　
活
動
で
の
聴
問
が
あ
る
。
対
外
颪
で
は
学
聯
の
指
導
、
労
組
と
の
連
絡
調
整
、

　
特
に
労
働
争
議
・
研
究
会
へ
の
人
材
派
遣
が
挙
げ
ら
れ
る
。
任
期
は
通
常
一
学
期

　
だ
が
、
大
間
知
は
二
心
期
間
こ
の
任
に
あ
っ
た
（
前
掲
　
石
堂
氏
か
ら
の
間
き
取

　
り
、
「
丹
羽
道
雄
氏
に
聴
く
2
」
〔
『
ノ
ー
ト
』
第
＝
号
　
一
九
八
九
年
〕
一
七
八

　
頁
）
。

⑱
石
堂
清
倫
『
わ
が
異
端
の
昭
和
史
』
（
勤
草
書
房
一
九
八
六
年
）
穴
八
一
九

　
頁
。
一
一
八
年
に
は
、
ま
ず
串
身
校
讐
の
読
書
会
、
更
に
進
ん
で
マ
ル
ク
ス
主
義
の

　
勉
強
が
し
た
い
者
は
社
会
科
研
究
会
へ
、
次
い
で
一
定
の
条
件
審
査
を
経
て
新
人

　
会
入
会
と
い
う
段
階
制
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
（
九
二
年
一
一
月
二
五
同
付
、
丹

　
羽
道
雄
氏
よ
り
筆
者
宛
書
簡
）
。
丹
羽
氏
は
二
八
年
当
時
の
漸
人
会
幹
事
長
。

⑲
「
徳
田
球
一
外
三
十
六
名
治
安
維
持
法
違
反
被
街
事
件
予
審
決
定
書
」
（
『
現
代

　
史
資
料
1
4
　
社
会
主
義
運
動
3
』
み
す
ず
書
房
　
一
九
六
五
年
）
＝
二
｝
頁
。
以

　
下
、
「
徳
田
決
定
書
」
と
略
す
。
石
堂
　
前
掲
「
新
人
会
の
名
田
細
長
」
（
「
追
悼

　
特
集
」
）
一
〇
五
頁
。
及
び
前
掲
石
堂
清
倫
氏
か
ら
の
聞
ぎ
取
り
。
在
学
中
、
大

　
間
知
は
『
無
産
者
新
聞
駈
の
手
伝
い
で
零
度
か
同
紙
編
集
室
を
訪
れ
て
お
り
、
そ

　
こ
で
橋
浦
泰
雄
の
知
遇
を
得
て
い
る
（
橋
浦
泰
雄
「
冥
土
の
報
告
待
っ
て
い
る
」

　
『
藁
菰
集
』
第
二
巻
月
報
　
一
九
七
五
年
）
。

⑳
石
堂
清
倫
「
思
い
出
す
ま
ま
に
」
（
中
野
重
治
、
原
泉
、
石
堂
清
倫
編
『
西
隣

　
儒
春
書
簡
　
追
悼
』
土
筆
社
　
一
九
七
〇
年
）
二
七
七
…
八
頁
。
小
論
は
新
人
会

　
嵩
身
者
を
中
心
と
し
た
も
の
だ
が
、
福
本
和
夫
、
石
田
英
一
郎
は
そ
れ
に
該
当
し

　
な
い
。
し
か
し
両
者
が
二
〇
年
代
に
示
し
た
新
人
会
へ
の
闘
与
は
多
大
で
あ
る
た

　
め
、
叙
述
上
岡
列
に
扱
う
こ
と
に
し
た
。

⑳
　
「
学
生
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
小
委
員
会
」
に
つ
い
て
は
、
『
豆
本
社
会
運
動
史
料

　
／
機
関
紙
誌
篇
　
政
治
批
判
（
4
）
馳
（
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
九
〇
年
）
所
収
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の
梅
田
俊
英
氏
に
よ
る
「
雑
誌
『
政
治
批
判
』
と
そ
の
周
辺
」
に
綿
密
な
考
証
が

　
あ
る
。
こ
れ
ら
六
名
以
外
に
是
枝
恭
二
、
冬
野
猛
夫
の
参
加
が
推
定
さ
れ
る
（
岡

　
書
　
二
二
九
頁
）
。

⑳
　
福
本
は
そ
の
第
六
、
七
圓
の
予
審
調
書
（
梅
田
　
前
掲
「
雑
誌
『
政
治
批
判
』

　
と
そ
の
周
辺
」
ニ
ニ
五
頁
所
載
）
で
門
小
委
員
会
統
鶴
下
二
雑
誌
政
治
蜘
判
ヲ
創

　
刊
シ
テ
、
当
時
吾
々
ノ
陣
営
二
黒
タ
シ
ク
欠
ケ
テ
聖
書
国
際
情
勢
ノ
知
識
ヲ
普
及

　
ス
ル
品
為
メ
、
特
ニ
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
ノ
国
際
情
…
勢
二
関
ス
ル
出
旦
伝
煽
動
文
ヲ
翻
訳
掲

　
載
セ
シ
メ
、
兼
ネ
テ
国
内
ノ
政
治
経
済
情
勢
ノ
批
判
分
析
ヲ
行
ハ
セ
シ
メ
タ
ノ
デ

　
ア
リ
マ
シ
タ
」
と
し
て
い
る
（
句
読
点
は
調
書
原
文
に
な
し
）
。

⑱
　
松
浦
行
真
『
人
間
・
水
野
成
夫
』
（
産
経
新
風
出
版
局
　
一
九
七
三
年
）
二
〇
二

　
頁
。

＠
　
大
宮
啓
二
（
大
問
知
篤
三
）
「
學
生
運
動
の
新
獲
展
段
階
－
早
大
事
件
の
批

　
判
1
」
（
『
政
治
批
判
』
第
二
号
　
政
治
批
判
社
〔
『
日
本
社
会
運
動
史
料
／
機
國

　
紙
誌
篇
政
治
批
判
（
1
）
隔
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
八
八
年
〕
）
一
五
七
、
一
七

　
七
頁
。
な
お
、
原
文
に
は
数
ヵ
所
傍
点
が
醤
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
し

　
た
。
注
㊧
の
相
嶺
部
分
も
嗣
様
。

㊧
　
伊
吹
英
ス
石
田
英
一
郎
）
「
意
識
下
せ
る
折
衷
主
義
と
そ
の
行
方
一
山
川
氏

　
最
近
の
諸
論
文
を
評
す
i
」
（
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
第
三
八
号
〔
『
罠
本
社
会
運

　
動
史
料
／
機
闘
紙
誌
篇
　
マ
ル
ク
ス
主
義
（
6
）
』
法
政
大
学
繊
版
局
　
一
九
七
二

　
年
〕
）
九
－
一
〇
頁
。

⑯
　
山
川
均
「
勢
働
総
詞
盟
の
崩
壊
作
用
と
無
産
政
甲
奴
の
問
題
」
（
『
報
知
新
撮
開
』
　
｝

　
九
二
六
年
一
二
月
二
四
日
）
。

＠
　
中
野
雷
門
治
旧
「
柳
田
㎜
剛
男
」
　
（
『
朝
日
新
閣
…
』
　
一
九
山
丁
半
年
一
　
一
月
二
〇
日
）
。
　
こ

　
の
他
、
三
二
年
か
ら
三
四
年
の
盤
多
摩
刑
務
所
に
入
獄
中
、
中
野
は
備
付
け
の

　
「
官
本
」
で
の
柳
田
の
『
露
国
の
春
』
を
熟
読
し
た
。

⑳
ω
置
く
①
皆
興
σ
q
㌧
慈
鼠
ρ
旨
．
9
黛
ミ
讐
嘩
切
睾
触
§
ミ
蒙
、
靴
無
難
ミ
隠
妬
§
ミ

　
さ
瀞
ミ
δ
響
禽
獣
ミ
3
℃
鼠
鐸
8
8
p
q
覧
く
曾
。
。
一
ぞ
℃
器
ω
る
・
」
り
り
9
℃
や
O
。
。
占
蔭
．

⑳
中
野
重
治
「
む
ら
ぎ
も
」
（
『
群
像
』
一
九
五
四
年
五
月
号
）
六
七
一
七
一
一
頁
。

　
こ
の
『
む
ら
ぎ
も
隔
に
於
け
る
中
野
の
人
間
形
象
に
つ
い
て
は
、
石
裳
清
倫
「
「
む

　
ら
ぎ
も
」
雑
考
」
（
『
ノ
ー
ト
』
第
＝
号
、
一
九
入
九
年
）
五
八
頁
参
照
。
瞬
論

　
考
に
於
い
て
石
堂
氏
は
、
「
む
ら
ぎ
も
」
で
最
も
多
く
頁
数
が
割
か
れ
て
い
る
平

　
井
（
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
中
平
平
氏
）
の
郷
里
（
中
平
氏
の
故
郷
は
愛
媛
県
宇

　
和
島
近
郊
だ
が
小
説
中
で
は
土
佐
）
で
の
少
年
藤
代
の
回
想
を
中
野
が
重
視
し
た

　
点
を
引
い
て
い
る
が
、
換
言
す
れ
ぱ
後
年
、
中
野
が
三
二
の
新
人
会
に
欠
如
し
て

　
い
た
郷
土
へ
の
眼
差
し
を
平
井
の
中
に
求
め
、
再
構
成
し
た
と
君
え
よ
う
。
尚
、

　
前
掲
『
申
野
重
治
と
社
会
主
義
隔
（
初
版
）
の
「
人
名
索
引
」
で
中
平
氏
は
「
平
田
」

　
と
い
う
項
目
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
「
む
ら
ぎ
も
」
に
高
揚
し
、

　
大
問
知
、
中
野
と
と
も
に
『
裸
像
』
同
人
だ
っ
た
新
入
会
会
員
・
中
井
精
一
の
こ

　
と
で
あ
り
「
人
名
索
引
」
の
誤
記
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

⑳
記
録
上
の
「
学
生
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
の
討
議
内
容
は
「
（
一
）
學
生
社
愈
科
學
聯

　
A
ロ
ヲ
確
立
指
皆
野
シ
更
二
一
般
堺
叩
生
二
罫
シ
テ
モ
｛
雌
接
台
楓
影
掛
ク
コ
ト
、
（
二
）
學
生

　
二
封
シ
「
マ
ル
ク
ス
」
主
義
ノ
幽
旦
偵
剛
ヲ
爲
ス
コ
ト
、
（
益
）
風
畢
生
ノ
「
マ
ル
ク
ス
」

　
主
義
研
究
ノ
基
準
ト
ナ
ル
ヘ
キ
研
究
「
コ
ー
ス
」
ヲ
作
成
ス
ル
ヘ
キ
コ
ト
」
（
前
編
…

　
「
徳
田
決
定
書
」
一
七
二
頁
）
と
要
点
を
欠
い
た
も
の
だ
が
、
竪
晦
利
忠
「
革
命

　
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
時
代
」
（
石
堂
清
倫
・
竪
山
利
忠
編
　
前
掲
『
東
京
帝
ゐ
人
新

　
人
会
の
記
録
』
）
二
五
三
頁
所
載
の
曾
田
英
宗
よ
り
竪
由
宛
轟
轟
に
よ
れ
ば
、
信
頼

　
で
き
る
学
生
活
動
家
の
人
物
資
料
作
成
が
日
的
だ
っ
た
。

⑳
　
石
田
の
処
遇
が
比
較
的
穏
便
だ
っ
た
こ
と
は
、
「
三
・
一
五
」
購
件
鷹
後
の
帖
管

　
保
局
長
・
横
山
助
成
が
石
田
の
義
兄
だ
っ
た
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑫
　
「
七
聯
隊
候
補
生
の
下
宿
で
共
産
党
の
秘
密
文
欝
」
（
『
北
國
新
聞
』
一
九
二
八
年

　
五
月
一
一
日
）
。
但
し
「
大
興
」
と
誤
っ
て
記
載
。
筆
老
は
大
悶
知
の
裁
判
の
判

　
決
文
閲
覧
を
希
望
し
名
古
屋
高
等
戴
判
所
、
岡
高
等
検
察
庁
に
闘
い
含
わ
せ
た
が
、

　
所
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

⑳
　
北
条
一
雄
（
福
本
和
夫
）
「
『
方
向
轄
換
』
は
如
何
な
る
諦
過
程
を
と
る
か
、
我
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々
は
い
ま
そ
れ
の
い
か
な
ろ
過
程
を
過
程
し
つ
つ
あ
る
か
i
無
産
者
結
合
に
關

す
る
マ
ル
ク
ス
的
原
理
…
」
（
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
第
一
八
号
〔
『
日
本
祉
会
運
動

史
料
／
機
関
紙
誌
篇

年
〕
）
　
二
山
ハ
一
一
．
頁
。

マ
ル
ク
ス
語
義
（
3
）
隔
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
七
二

椥田異俗学と東大新人会（鶴見）

第
二
章
　
柳
田
国
男
の
も
と
で

第
一
節
　
「
木
曜
会
」
に
於
け
る
師
弟
関
係

　
一
九
二
〇
年
代
後
半
は
柳
照
国
男
も
ま
た
、
学
会
と
い
う
組
織
の
申
で
分
裂
の
渦
中
に
い
た
。
一
九
二
九
年
七
月
に
折
口
信
夫
、
岡
正
雄
、

早
川
孝
太
郎
ら
の
肝
入
り
で
「
民
俗
学
会
偏
が
設
立
さ
れ
、
機
関
誌
『
民
俗
学
』
が
発
刊
す
る
。
本
来
、
柳
田
は
そ
の
中
枢
に
置
か
れ
て
然
る

べ
き
だ
っ
た
が
、
柳
田
は
入
会
を
拒
否
し
た
の
み
な
ら
ず
『
民
俗
学
』
に
一
度
の
寄
稿
も
行
わ
な
い
と
い
う
態
度
を
貫
く
。
こ
の
対
立
の
遠
因

は
、
一
九
二
八
年
『
民
俗
学
』
の
母
体
と
な
っ
た
『
民
族
』
誌
上
で
岡
、
早
川
ら
と
の
聞
に
編
集
上
の
陣
立
が
あ
っ
た
所
に
ま
で
遡
る
こ
と
が

　
　
　
①

で
き
る
が
、
人
聞
関
係
上
の
確
執
に
付
随
し
て
、
こ
の
頃
か
ら
柳
田
は
科
学
と
し
て
の
民
俗
学
の
領
域
を
そ
れ
ま
で
以
上
に
意
識
し
始
め
、
そ

の
矛
先
を
隣
接
す
る
分
野
、
と
り
わ
け
民
族
学
に
向
け
始
め
た
こ
と
に
も
求
め
ら
れ
る
。
緊
張
し
た
関
係
の
中
で
、
柳
照
は
自
分
の
手
で
系
統

だ
っ
た
民
俗
研
究
の
方
法
を
確
立
し
、
併
せ
て
そ
れ
に
沿
う
形
で
研
究
者
を
養
成
す
る
必
要
に
直
面
し
て
い
た
。
一
九
三
三
年
、
折
か
ら
共
立

社
企
画
の
『
現
代
史
学
大
系
』
の
一
冊
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
柳
田
は
、
口
述
形
式
で
享
年
九
月
一
四
日
目
ら
三
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
連
続

講
義
「
民
間
伝
承
論
」
を
行
い
、
当
時
柳
田
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い
た
学
徒
が
こ
こ
に
参
加
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
記
録
の
上
で
大
間
知
が
初
め
て
柳
田
の
前
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
第
一
講
の
聴
講
者
と
し
て
で
あ
る
。
三
一
年
に
保
釈
さ
れ
て
か
ら
大
間

知
は
し
ば
ら
く
郷
里
の
富
山
で
静
養
し
た
後
、
上
京
し
て
新
人
会
の
先
達
に
あ
た
る
大
宅
壮
一
の
所
に
身
を
寄
せ
、
『
千
夜
一
夜
』
翻
訳
団
の

一
人
と
し
て
訳
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
こ
の
連
続
講
義
に
集
ま
っ
た
顔
触
れ
が
、
い
ず
れ
も
柳
田
と
は
旧
知
の
問
柄
で
あ
る
橋
浦
泰
雄
、
比

嘉
春
潮
、
な
ど
で
あ
る
所
か
ら
み
て
、
聴
講
以
前
か
ら
交
渉
が
あ
っ
た
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
翌
薫
四
年
四
月
、
連
続
講
義
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
「
木
曜
会
」
が
結
成
さ
れ
、
以
後
定
期
的
に
柳
田
が
指
導
を
行
う
機
構
が
出
来
上
が
る
。
銀
五
年
に
入
る
と
「
民
俗
学
会
」
と
の
対
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立
も
、
折
口
ら
が
『
民
俗
学
』
を
四
月
を
も
っ
て
廃
刊
す
る
こ
と
で
緩
和
さ
れ
、
同
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
講

習
会
の
成
功
と
と
も
に
会
期
中
の
八
月
三
日
、
地
方
の
研
究
者
を
も
盛
り
込
ん
だ
全
国
規
模
の
連
絡
体
設
立
の
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
「
民
間
伝

承
の
会
」
及
び
そ
の
機
関
誌
『
民
間
伝
承
』
と
し
て
具
体
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
し
な
い
。
民
俗
学
外
部
の
眼
か
ら
見
て
も
、
「
木

曜
会
」
の
成
立
に
到
る
過
程
は
、
柳
田
自
身
が
民
俗
学
の
独
立
性
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
自
信
を
持
ち
、
そ
の
意
味
で
こ
の
頃
に
柳
田
の
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

集
ま
っ
た
学
徒
こ
そ
が
明
確
に
柳
田
の
弟
子
と
言
い
得
る
人
々
で
あ
っ
た
。
他
方
、
新
人
会
時
代
の
大
間
知
を
取
り
巻
い
た
思
潮
と
比
較
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

時
、
柳
田
の
調
査
方
法
と
は
あ
く
ま
で
も
「
出
煽
る
だ
け
多
量
の
精
確
な
る
事
實
か
ら
、
蹴
納
に
よ
っ
て
寄
与
の
結
論
を
得
」
る
点
で
対
照
を

成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
か
る
論
理
に
立
脚
し
た
研
究
組
織
の
一
員
に
連
な
る
時
、
そ
れ
は
教
え
を
乞
う
側
が
「
多
量
の
精
確
な
る
事

實
」
の
採
集
を
担
当
し
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
師
の
論
評
を
仰
ぐ
と
い
う
硬
直
し
た
関
係
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。

三
四
年
一
月
、
大
間
知
は
正
に
柳
田
の
意
に
沿
う
郷
璽
・
富
山
の
年
中
行
事
を
直
戯
に
ま
と
め
た
採
集
報
告
（
「
越
中
の
神
事
そ
の
他
」
〔
『
旅
と
伝

説
』
一
九
三
四
年
一
月
号
〕
）
を
以
て
斯
界
へ
の
第
一
歩
を
記
す
。

　
具
体
的
な
民
俗
調
査
を
柳
田
傘
下
の
弟
子
が
担
う
関
係
は
、
一
九
三
四
年
か
ら
始
ま
る
「
全
国
山
村
生
活
調
査
」
、
「
海
村
調
査
」
の
中
で
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
確
固
と
し
た
も
の
と
な
る
。
各
人
が
携
帯
し
た
採
集
手
帳
の
冒
頭
に
「
な
る
べ
く
話
者
の
言
葉
の
ま
Σ
（
方
言
等
）
を
保
存
し
て
下
さ
い
」
と

あ
る
よ
う
に
、
民
俗
語
彙
を
重
点
に
有
る
が
ま
ま
の
採
集
報
告
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
木
曜
会
」
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
號
に
一
〇

年
近
い
フ
ィ
ー
ル
ド
歴
の
あ
る
橋
浦
泰
雄
を
捌
格
に
す
れ
ば
、
調
査
開
始
時
点
で
未
だ
実
地
経
験
に
乏
し
い
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
各
女
の
調
査

自
体
が
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
大
鰐
知
の
採
集
手
帳
が
持
つ
記
載
事
項
の
周
密
度
は
、
短
期
間
に
於
け
る
大
間
知
の
民
俗
採
集
の
方

法
論
体
得
を
示
し
て
い
る
。
総
計
百
個
の
質
問
項
目
の
選
定
は
全
て
柳
田
が
行
い
、
そ
の
中
に
は
調
査
者
の
側
か
ら
見
て
選
定
理
由
に
納
得
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
か
な
い
も
の
も
散
見
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
疑
問
も
「
村
が
従
業
如
何
な
る
種
類
の
法
則
に
よ
っ
て
、
久
し
い
間
そ
の
結
合
を
続
け
て
居
た

⑦か
」
と
い
う
柳
田
の
立
て
た
大
き
な
問
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
「
山
村
生
活
調
査
」
が
漸
く
藤
境
に
は
い
っ
た
一
九
三
六
年
四
月
、
曾
て
新
人
落
髪
貫
で
あ
り
、
石
田
英
一
郎
を
柳
田
に
紹
介
し
た
人
文
地
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櫛田民俗学と東：大薪人会（鶴見）

理
学
者
・
佐
々
木
彦
一
郎
が
病
没
す
る
。
死
後
、
有
志
の
手
で
編
ま
れ
た
遺
稿
集
の
「
追
悼
篇
」
に
柳
田
も
「
境
を
歩
む
人
」
、
な
る
一
文
を
よ

せ
て
い
る
が
、
病
躯
を
お
し
て
採
集
活
動
に
尽
痒
し
た
少
壮
の
学
者
を
悼
む
文
章
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
筆
調
は
ま
ず
一
般
論
と
し
て
、

「
大
学
の
寵
児
た
ち
」
の
「
結
論
さ
え
明
敏
に
把
握
す
れ
ぼ
、
過
程
は
人
に
委
ね
て
可
な
り
と
す
る
態
度
」
を
指
摘
し
た
上
で
、
佐
々
木
の
民

俗
に
対
す
る
直
観
力
の
鋭
さ
を
評
価
し
つ
つ
も
、
彼
の
「
多
く
の
仮
定
の
中
か
ら
特
に
面
白
か
ろ
う
と
思
う
も
の
を
、
急
い
で
結
論
と
し
て
採

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

窮
し
よ
う
と
す
る
傾
き
」
を
難
じ
た
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
民
俗
学
が
一
個
の
学
問
領
域
と
し
て
舟
倉
期
に
あ
る
こ
と
を
過
剃
に
意
識
し
て
い

た
当
時
の
柳
田
に
と
っ
て
地
理
学
と
の
重
複
部
分
か
ら
自
身
の
創
見
を
汲
み
だ
そ
う
と
す
る
佐
々
木
の
姿
勢
は
、
霞
己
の
領
分
か
ら
外
れ
る
も

の
と
し
て
映
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
口
調
は
佐
女
木
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
度
合
い
で
新
人
会
の
猛
動
に
関
与
し
た
大
間
知
に
も

向
け
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
大
間
知
は
民
俗
語
彙
の
収
集
、
分
類
に
没
頭
し
、
柳
田
の
期
待
に
応
え
て
い
る
。
柳
田
と
共
著
の
『
婚
姻
習
俗
語
彙
集
』

（
三
七
年
置
は
こ
の
時
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
柳
田
へ
の
傾
倒
振
り
を
示
す
傍
証
と
し
て
、
一
九
三
五
年
一
〇
月
、
創
刊
問
も
な
い
『
民
間

伝
承
』
第
二
号
の
中
で
、
大
間
知
が
「
山
村
生
活
調
査
」
の
成
果
を
自
分
な
り
に
言
い
か
え
て
、
「
日
本
即
興
諸
村
に
お
け
る
郷
窯
生
活
の
資

料
蒐
集
調
査
並
に
其
の
結
果
の
出
版
」
と
し
て
、
「
日
本
人
の
美
質
或
は
長
所
と
湿
せ
ら
れ
つ
」
然
も
由
來
の
明
ら
か
で
な
い
こ
と
ど
も
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

走
る
だ
け
具
取
的
に
調
べ
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
敷
銀
し
た
と
こ
ろ
、
　
こ
の
一
文
が
三
九
年
六
月
、
同
じ
誌
上
で
山
口
麻
太
郎
に
よ
っ
て

「
個
六
の
生
活
事
象
は
村
の
生
活
か
ら
遊
離
し
て
取
扱
わ
れ
、
村
の
帳
幕
は
考
慮
さ
れ
る
事
な
し
に
資
料
価
値
が
決
定
せ
ら
れ
、
各
個
の
郷
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

生
活
事
業
は
生
活
の
基
準
を
離
れ
て
研
究
所
の
試
験
管
に
並
べ
ら
れ
て
走
る
様
な
氣
が
す
る
」
と
批
判
さ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
一
文
か
ら
約
一
年
を
経
て
発
表
さ
れ
た
「
採
集
方
法
の
種
類
」
の
末
尾
で
、
大
叢
叢
は
「
ま
た
白
女
の
民
俗
を
ば
ら
ば
ら
に
掻

き
集
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
村
全
体
と
ど
ん
な
関
連
に
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
偏
、
二
〇
日
や
二
〇
欝
、
村
に
滞
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
分
か
る
部
分
は
少
な
い
」
と
娩
曲
な
が
ら
「
山
村
生
活
調
査
」
を
批
判
す
る
。
無
論
、
地
方
在
住
の
民
俗
学
者
の
眼
か
ら
見
た
、
柳
腿
を
頂

点
と
す
る
中
央
の
民
俗
学
に
よ
る
資
料
操
作
に
対
す
る
批
判
と
い
う
側
面
を
持
つ
山
口
の
所
論
と
、
あ
く
ま
で
方
法
上
の
問
題
と
し
て
、
項
目
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別
の
民
俗
採
集
の
弊
を
批
判
し
た
大
間
知
と
を
同
列
で
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
こ
の
一
見
隔
た
り
の
あ
る
大
間
知
の
主
張
は
、

の
傘
下
で
民
俗
語
彙
編
纂
に
励
む
一
方
で
、
方
法
上
の
懐
疑
を
抱
い
て
い
く
様
糧
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

柳
田

96　（5S8）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
国
民
思
想
研
究
所
1
も
う
一
つ
の
思
想
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
一
九
銀
六
年
、
柳
田
は
大
間
知
の
紹
介
で
浅
野
晃
を
知
る
。
浅
野
は
「
解
党
派
」
（
日
本
共
産
党
労
働
者
派
）
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
前
年
に

水
野
成
夫
ら
と
と
も
に
相
次
い
で
自
首
し
て
執
行
猶
予
の
判
決
を
受
け
て
お
り
、
爾
来
、
筆
耕
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
柳
田
と
会
っ
て
間
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
く
、
当
時
訳
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
水
野
を
柳
田
に
引
き
合
わ
せ
、
両
老
は
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
歓
談
し
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
土
俗
信
仰
の
心
象
風
景
を
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
摂
取
し
、
晩
年
に
到
る
ま
で
そ
の
著
作
を
手
に
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た
柳
園

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
刺
激
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
転
向
組
を
含
め
、
既
に
政
治
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
新
人
会
出
身
者
と
柳
田

が
接
触
す
る
過
程
は
、
彼
ら
が
「
民
間
伝
承
の
会
」
に
入
会
し
た
こ
と
で
、
形
式
的
に
せ
よ
そ
の
動
態
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
（
次
頁
参
照
）
。

勿
論
こ
こ
に
並
ん
だ
講
読
者
の
行
程
は
様
々
で
あ
り
、
社
会
学
者
・
喜
多
野
清
一
、
仏
文
学
者
・
中
平
解
な
ど
の
入
会
は
政
治
的
動
揺
の
所
産

で
は
な
い
。
会
設
立
当
初
か
ら
の
維
持
会
員
は
措
く
と
し
て
、
明
ら
か
に
政
治
離
脱
老
の
範
疇
に
入
る
の
は
水
野
、
浅
野
、
そ
し
て
転
向
出
獄

後
は
大
間
知
と
同
様
、
大
宅
壮
一
の
翻
訳
団
の
一
員
と
な
っ
た
福
間
敏
男
で
あ
る
。
三
四
年
五
月
に
出
獄
し
た
中
野
重
治
は
、
三
八
年
ナ
ッ
プ

（
全
日
本
無
産
者
芸
術
聯
盟
）
時
代
、
交
流
の
あ
っ
た
橋
浦
泰
雄
の
満
五
〇
歳
の
会
の
席
上
、
初
め
て
柳
田
と
幽
会
う
が
、
そ
の
一
年
前
、
既
に

　
　
　
　
　
⑮

入
会
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
柳
田
の
周
囲
に
曾
て
の
新
人
会
会
員
が
集
ま
っ
て
く
る
中
で
、
前
節
で
瞥
見
し
た
大
間
知
の
潜
在
的
な
師
に
対
す
る
異
論
は
、
単

に
方
法
上
の
疑
問
で
は
な
く
、
自
ら
の
視
点
の
提
示
を
以
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
「
木
曜
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
「
民
間
伝
承
の
会
」
の

設
立
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
専
門
的
な
研
究
者
集
団
へ
の
対
抗
と
い
う
柳
田
の
視
座
を
反
映
し
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
研
究
と
仕
事
の
二
足

の
草
鞍
を
履
い
て
い
る
点
に
於
い
て
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
依
然
と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
の
学
問
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
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新人会出身者による創刊畿蒔のf民間伝承』購読状況

無　　　名
（卒業年度）

守随　　一
　（1928）

佐々木彦一一郎

　（1926）

大間知篤ヨヒ
　（1927）

石田英一郎
（1926京大中退）

福間敏男
　（1925）

中平　　解
　（1927）

新入会員として
名前の載った考

創刊当時から山

持会員につき，

掲載されず

創刊当無から維

持会員につき，

掲載されず

創刊嶺時から維

持会員につき，

掲載されず

創刊当時から維

持会員につき，

掲載されず

第一巻第二号
（1935．9．18）

第一巻第二男
（1935．　10．　20）

浅野　　：晃　　第一巻第八号
　（1925）　F　（1936．4．2e）

石田外茂一
　（1926）

喜多野清一
　（1925）

満岡忠成
　（1930）

申野重治
　（1927）

水野成夫
　（1924）

小沢正元
　（1925）

第一巻第一二号
　（1936．　8．　2e）

第一巻第一二琴

　（1936．8．20）

第二巻第二号
（1936．10．20）

第二巻第八号
（1937．　4．　20）

第三巻籔墾号
（1937．　12．　2e）

第三巻第五号
（1938．　1．　12）

1935年

9．21
（1．　00）

12．　22

（1．00）

10．　6
（o．　se）

10．　21

（1．　50）

10．19
（O．　50）

11．　24

（OL　50）

9．　9

（O．　60）

12．　22

（O．　60）

4．　7
（王．00）

1936年

9．　29

（4．　00）

2．　11

（3．　00）

10．工3
（O．　50）

1937年 エ938年 1939年 春 考

E
1938．秋に渡満

11944・1・15融

1936．4．10死去

1．　26

（ユ．50）

9．　15

（1．20）

3．　23

（O．　60）

10．　23

（O．　60）

8．　1

（O．　60）

9．　1

（1．　00）

8．　1

（O．　50）

8月講演
会の時現
金支払
（1．　20）

10．工3
（O．　60）

3．　2

（O．　60）

8．　10

（1．　ee）

7．　27

（1．　20）

8．　14

（1　’20）

工939．2．　1度満

1．13
（3．00）

8．31
（1．　20）

1　、937－39ウ，一

レへ留学

1
1937．8．　29死去

語世誌同齢戦
人

3．　4

a．oe）
戦後，同誌世話
人

1943．　3．　31

（4．70）

講読料記載事項なし

11．　23

（O．　60）

の
留
ゆ
書

10駁
現
潟
て5
あ

42

Y
19

ｴ

講読料記載事項なし

　r園山伝承』第一巻（第一巻第一弩～第三巻第三号）　國書刊行会　1972，およびrr民間伝承』

金銭出納帳」（成城大学民俗学研究所所蔵）より作成。各年のカッコ内は支払った講読料（円）を示

す。石田英一郎は新人会出身者ではないが，表に加えた。「民間伝承の会」昭和11年「本会小規」

では普通会員月額10銭，維持会員月額50銭。会員にはr民間伝承』が無料配付される。
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大
間
知
が
大
拳
塾
研
究
所
な
る
左
翼
思
想
犯
保
護
団
体
で
糊
口
を
し
の
い
で
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
大
孝
塾
研
究
所
は
一
九
三
四
年
一
月
、
時
の
司
法
次
官
・
皆
川
治
広
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
三
年
後
に
帝
国
更
新
会
の
国
民
思
想
研
究
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
の
業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
転
向
者
施
設
で
あ
り
、
「
左
翼
思
想
犯
の
中
よ
り
學
者
的
、
教
授
的
な
者
を
選
ん
で
之
に
思
想
の
科
學

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

的
な
研
究
を
爲
さ
し
め
」
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
設
立
の
契
機
は
皆
川
が
名
古
屋
控
訴
院
で
検
事
長
の
任
に
あ
っ
た
一
九
二
九
年
当
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

八
高
（
第
八
高
等
学
校
）
社
研
事
件
を
目
の
当
た
り
に
し
、
年
少
有
為
の
学
徒
の
思
想
善
導
を
急
務
と
考
え
た
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
大
問
知
の
控

訴
審
が
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
名
古
屋
控
訴
院
で
進
行
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
照
合
す
れ
ば
、
当
時
、
帝
国
更
新
会
思
想
部
保
護
委
員
だ
っ
た
小
林
社
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
根
回
し
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
名
古
屋
の
地
縁
が
大
間
知
の
大
孝
塾
研
究
所
入
所
を
容
易
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
九
三
五
年
八
月
に
は
浅
野
晃
、
門
屋
博
を
加
え
、
小
林
を
世
話
役
と
し
て
新
た
に
国
民
思
想
研
究
所
が
創
立
さ
れ
、
大
間
知
も
そ
の
ま
ま

所
員
と
し
て
留
ま
る
。
そ
し
て
三
九
年
三
月
、
与
え
ら
れ
た
業
務
の
一
環
と
し
て
同
研
究
所
か
ら
『
日
本
家
族
制
度
の
研
究
』
を
上
梓
す
る
。

柳
田
か
ら
離
れ
た
場
所
で
構
想
、
執
筆
さ
れ
た
こ
の
パ
ソ
フ
レ
ヅ
ト
は
、
多
く
の
面
で
大
間
知
の
置
か
れ
て
い
た
位
置
と
い
う
も
の
を
活
写
し

て
い
る
。
柳
田
の
『
地
名
の
研
究
』
（
～
九
三
六
年
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
こ
の
小
冊
子
の
中
で
大
間
知
は
、
自
ら
行
っ
た
民
俗
調
査
の
中

か
ら
一
九
三
八
年
三
月
に
行
っ
た
八
丈
島
に
於
け
る
採
集
結
果
を
手
掛
か
り
に
、
同
島
に
色
濃
く
残
っ
た
隠
居
制
が
「
親
が
隠
居
し
て
別
屋
に

移
り
住
む
ま
で
、
息
子
夫
婦
は
同
居
せ
ず
、
餐
・
は
い
つ
ま
で
も
妻
の
許
に
通
っ
て
婚
姻
關
係
を
つ
づ
け
る
と
い
ふ
慣
習
」
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

を
摘
出
し
、
「
父
子
二
代
の
夫
婦
が
婚
舎
を
分
ち
世
帯
を
分
つ
と
い
ふ
生
活
原
則
が
、
隠
居
の
一
つ
の
直
接
的
動
機
と
な
っ
て
居
る
の
で
は
な

い
物
」
と
い
う
後
に
自
身
の
民
俗
学
の
毒
と
な
る
問
題
を
提
出
し
て
い
る
・
果
家
蕎
度
考
察
の
際
隠
居
禦
一
つ
の
纒
を
占
め
る

と
い
う
大
間
知
の
創
見
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
「
隠
居
田
」
、
「
隠
居
部
屋
」
に
相
当
す
る
民
俗
語
彙
に
重
点
を
置
き
、
慎
重
に
言
葉
を
選
ん
で
提

　
　
　
　
　
　
⑫

出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
民
俗
語
彙
に
よ
る
分
類
法
と
は
別
個
の
、
対
象
と
な
る
習
俗
か
ら
そ
の
属
性
を
分
離
し
て
、
構
造
的
に
把
握
す

る
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
下
問
知
が
こ
う
し
た
着
想
を
躊
躇
な
く
述
べ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
大
孝
塾
、
国
民
思
想
研
究
所
は
、
同
じ
論
考
の
中
で
大
間
知
が

98　（590）



「
日
本
の
家
の
協
同
性
は
國
家
に
ま
で
そ
の
限
界
を
搬
大
し
て
居
り
」
、
「
皇
室
を
網
本
家
と
仰
ぎ
ま
つ
る
一
大
家
族
國
家
で
あ
る
と
い
ふ
観
念

に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
居
る
こ
と
が
、
本
質
的
な
黙
で
あ
る
」
と
い
う
叙
述
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
思
想
機
関
で
も
あ
っ
た
。
大
孝
言
及
び

国
民
思
想
研
究
所
と
「
民
間
伝
承
の
会
」
が
互
い
に
隔
絶
し
た
組
織
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
「
木
曜
会
」
の
終
了
後
、
論
題
を
掘
り
下
げ
て

討
議
す
る
た
め
、
　
「
木
曜
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
頻
繁
に
同
所
の
大
間
知
の
研
究
室
に
集
ま
っ
て
い
た
し
（
橋
浦
泰
雄
前
掲
「
箕
土
の
報
告
待
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
」
）
、
恐
ら
く
は
そ
の
返
礼
と
し
て
、
贈
贔
が
会
か
ら
塾
へ
定
期
的
に
送
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
柳
田
民
俗
学
へ
の
方
法
上
の
対
峙
と
い
う
点

で
、
國
民
思
想
研
究
所
は
翼
賛
運
動
へ
の
傾
斜
を
含
み
な
が
ら
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
大
間
知
に
と
っ
て
民
俗
学
上
、
自
ら
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と

の
出
来
る
も
う
ひ
と
つ
の
思
想
環
境
た
り
得
た
の
で
あ
る
。

柳田艮俗学と東大新人会（鶴見）

①
　
後
藤
監
修
　
前
掲
『
柳
田
醐
男
伝
聞
七
穴
四
一
六
五
、
七
五
九
頁
。

②
　
稠
田
国
男
『
定
本
』
別
巻
第
五
（
筑
摩
書
房
　
｝
九
七
二
年
）
一
七
二
頁
。
大

　
聞
知
が
い
か
な
る
人
脈
で
柳
田
の
交
流
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
橋
浦
泰
雄

　
と
大
闘
知
は
第
一
章
注
⑲
に
見
る
よ
う
に
検
挙
前
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
た

　
め
、
橋
浦
を
介
し
た
可
能
性
が
強
い
。

③
岡
正
雄
「
梛
田
國
男
と
の
出
会
い
」
（
『
季
刊
擁
国
国
男
研
究
』
創
刊
暑
一

　
九
七
三
年
春
　
白
鯨
社
）
一
四
〇
買
。
一
九
九
二
年
八
月
二
五
日
、
牧
田
茂
琉
か

　
ら
の
筆
者
聞
き
取
り
。
「
木
曜
会
」
に
は
決
ま
っ
た
会
則
は
な
く
、
「
会
員
」
と
い

　
う
呼
称
も
な
か
っ
た
。
常
連
は
「
民
間
傍
承
菰
繭
」
の
簾
　
講
者
［
だ
が
、
そ
の
紹
介
を

　
経
れ
ば
自
席
は
可
能
で
あ
っ
た
。

④
柳
田
国
男
「
郷
土
生
活
の
研
究
法
」
（
『
定
本
』
第
二
五
巻
一
九
六
九
年
）
三

　
ご
五
頁
。
一
九
三
一
年
六
月
の
伊
勢
神
宮
皇
学
館
で
の
講
演
を
単
三
と
す
る
。

⑤
　
柳
田
国
男
、
比
嘉
春
潮
、
或
問
知
篤
三
、
守
随
一
編
『
由
村
海
村
民
俗
の
研
究
』

　
（
名
著
出
版
　
一
九
八
四
年
）
所
収
「
採
集
手
帖
（
昭
和
九
年
度
）
」
四
買
。
こ
の

　
注
意
事
項
の
作
成
に
あ
た
っ
た
の
は
、
佐
々
木
彦
一
郎
で
あ
っ
た
（
「
座
談
会
　
五

　
〇
年
前
の
山
村
調
査
」
〔
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
編
　
『
昭
和
下
山
村
の
民
俗
変

　
化
』
名
署
出
版
　
一
九
九
〇
年
〕
三
四
二
頁
）
。

⑥
　
一
九
九
二
年
九
月
一
五
日
、
平
山
敏
治
郎
氏
か
ら
筆
者
聞
き
取
り
。
平
山
氏
が

　
挙
げ
た
の
は
、
「
変
人
と
か
奇
人
と
か
言
は
れ
る
人
が
あ
り
ま
し
た
か
。
変
っ
た

　
こ
と
で
評
判
に
な
っ
て
居
た
人
の
話
が
あ
り
ま
す
か
」
、
「
疲
労
と
か
衰
弱
を
袈
は

　
す
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
か
」
（
各
々
、
昭
和
一
〇
年
度
の
調
査
で
は
質
問
番
号
二

　
六
と
七
九
）
で
あ
る
が
、
採
集
す
る
主
体
に
よ
っ
て
こ
の
種
の
疑
問
は
異
な
り
、

　
且
つ
広
が
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
三
四
年
に
出
獄
し
、
翌
年
「
木
曜
会
」
に
出

　
席
し
た
石
磁
英
　
郎
が
調
査
報
血
照
を
聞
い
て
、
寸
断
…
さ
れ
た
採
集
項
目
が
一
体
何

　
の
目
的
に
連
な
る
の
か
と
質
問
し
、
御
田
か
ら
叱
責
さ
れ
た
こ
と
は
直
接
柳
田
の

　
指
導
を
受
け
て
い
な
い
マ
ル
ク
ス
主
義
活
動
家
の
反
応
と
し
て
は
自
然
な
も
の
だ

　
つ
た
（
石
田
英
一
郎
「
は
み
だ
し
た
学
問
」
『
石
田
英
一
郎
全
集
』
第
四
巻
　
筑
摩

　
書
房
　
一
九
七
〇
年
　
一
二
…
三
頁
）
。

⑦
柳
田
園
男
「
採
集
事
業
の
　
灘
期
」
（
『
定
本
』
第
二
五
巻
一
九
穴
九
年
）
五

　
二
山
ハ
胃
只
。
初
出
は
「
山
村
生
漉
調
査
第
一
園
報
告
講
」
（
一
九
｝
二
五
年
ご
…
月
）
。

⑧
　
櫛
田
国
男
「
境
を
歩
む
人
」
（
『
定
本
』
第
二
三
巻
　
一
九
六
四
年
）
四
五
八
頁
、

　
初
出
は
同
じ
題
名
で
、
『
佐
々
木
彦
一
郎
遺
稿
と
追
憶
』
（
白
猫
社
　
一
九
一
二
八
年
）
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に
発
表
。
一
九
三
四
年
一
月
初
旬
、
大
銀
器
を
始
め
て
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク

　
（
千
葉
白
浜
）
に
誘
っ
た
の
は
佐
々
木
で
あ
る
。
佐
々
木
が
提
出
し
た
「
島
の
個

　
性
」
の
問
題
、
す
な
わ
ち
各
方
面
か
ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
島
に
一

　
様
な
生
活
上
の
個
性
が
あ
る
な
ら
、
「
島
の
自
然
の
個
性
が
忌
み
ず
か
ら
が
っ
く

　
る
文
化
の
作
期
よ
り
も
強
い
」
（
『
民
間
伝
承
隔
第
三
号
　
～
九
三
五
年
…
一
月
二

　
〇
日
）
と
い
う
視
点
は
、
戦
後
離
島
を
中
心
に
フ
ィ
…
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
重
ね
た

　
大
間
知
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
　
大
問
知
篤
三
「
「
艮
闘
伝
承
論
」
か
ら
「
畏
悶
伝
承
」
ま
で
」
（
『
民
間
伝
承
』
第

　
二
号
　
一
九
三
五
年
一
〇
月
二
〇
匿
）
一
頁
。

⑩
山
ロ
麻
太
郎
「
民
俗
資
料
と
村
の
性
格
」
（
『
民
間
伝
承
』
第
四
巻
第
九
号
一

　
九
三
九
年
六
月
一
日
）
。
山
口
は
壱
岐
鳥
在
住
の
民
俗
学
者
。
本
来
こ
の
反
園
田
は

　
大
闘
知
が
行
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
既
に
渡
満
し
て
い
た
た
め
、
関
口
習

　
に
よ
っ
て
同
じ
紙
面
で
、
一
つ
の
村
と
は
あ
く
ま
で
「
民
俗
学
の
出
獲
鮎
で
あ
っ

　
て
図
的
で
は
な
い
」
と
の
冤
地
か
ら
反
凱
判
が
行
わ
れ
る
（
「
批
判
に
答
へ
て
」
）
、

　
後
年
、
関
は
こ
の
執
筆
を
三
田
の
要
論
で
書
い
た
と
述
懐
し
て
い
る
（
成
城
大
学

　
民
俗
学
研
究
所
　
前
掲
「
座
談
会
　
五
〇
年
前
の
由
村
調
査
」
一
工
五
六
頁
）
。

⑪
　
大
間
知
篤
三
「
採
集
方
法
の
種
類
」
（
『
著
作
集
』
第
三
巻
　
一
九
七
六
年
）
二

　
一
一
三
頁
。
初
出
は
『
近
畿
民
俗
』
一
九
三
六
年
一
二
月
号
。
大
間
知
が
調
査
の
過

　
程
で
役
場
に
統
計
裟
を
取
り
に
行
っ
た
こ
と
に
対
し
、
梅
田
が
生
活
信
仰
を
知
る

　
上
で
何
ら
役
に
立
た
な
い
と
注
意
し
た
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
（
成
城
大
学
斑
俗

　
学
研
究
詩
編
　
前
掲
「
座
談
会
　
五
〇
年
前
の
山
村
調
査
」
三
四
七
頁
）
。

⑫
　
後
藤
監
修
　
前
掲
『
柳
田
国
男
伝
』
九
〇
二
頁
。

⑬
浅
野
晃
「
文
学
的
回
想
」
（
『
作
品
・
水
野
成
夫
』
産
経
新
聞
社
繊
版
局
一
九

　
七
三
年
）
四
四
三
頁
。

⑭
　
中
野
重
治
と
の
対
談
「
文
学
・
学
問
・
政
治
」
（
『
展
望
』
一
九
賜
七
年
一
月
号
）

　
の
中
で
柳
田
は
外
国
の
本
で
一
番
影
響
を
受
け
た
醤
物
と
し
て
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ

　
ラ
ン
ス
を
あ
げ
て
い
る
。

⑮
中
野
前
掲
「
村
の
家
」
（
三
五
年
発
表
）
の
祖
型
と
な
っ
た
、
築
を
折
っ
て
着

　
姓
と
な
れ
、
と
い
う
父
か
ら
の
説
得
を
受
け
た
事
実
は
4
3
野
の
三
四
年
八
月
九
日

　
の
日
記
か
ら
推
定
で
ぎ
る
（
中
野
重
治
『
愛
し
き
者
へ
蝦
上
　
中
央
公
論
社
　
　
一

　
九
入
三
な
十
　
四
［
二
山
ハ
胃
貝
）
。

⑭
小
林
社
人
『
「
転
向
期
」
の
ひ
と
び
と
』
（
新
時
代
社
一
九
八
七
年
）
一
二
三

　
一
五
頁
。

⑰
長
部
謹
吾
「
思
想
犯
の
保
護
に
就
て
」
（
『
司
法
研
究
報
告
書
』
第
二
　
輯
第
一

　
〇
　
　
一
九
三
七
年
）
三
九
七
頁
。

⑱
…
九
九
二
年
一
〇
月
一
＝
日
、
皆
川
広
黒
氏
（
皆
州
治
広
・
子
患
）
か
ら
筆
者

　
聞
き
取
り
。
皆
川
の
名
古
屋
控
訴
院
検
事
長
の
在
任
期
闊
は
、
一
九
エ
七
年
一
〇

　
月
か
ら
三
…
年
＝
一
月
ま
で
（
戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
秦
郁
彦
著
『
戦
前
期

　
日
本
官
僚
制
の
鋼
条
・
人
事
・
組
織
』
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
一
年
　
二
二

　
七
一
八
頁
）
。

⑲
　
～
九
三
四
年
～
月
一
二
日
、
砦
川
は
帝
紀
更
新
会
に
小
林
を
訪
れ
、
大
孝
塾
研

　
究
所
の
所
員
と
な
る
べ
き
人
物
の
推
薦
を
求
め
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
大
問
知

　
も
こ
の
入
選
に
は
い
っ
た
（
小
林
前
掲
　
｝
二
三
頁
）
の
で
あ
る
か
ら
、
大
間

　
知
の
入
所
は
「
木
曜
会
」
へ
の
禺
入
り
よ
り
も
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑳
　
こ
の
他
、
同
所
所
員
の
薪
入
会
繊
身
者
は
、
村
川
藤
四
郎
、
松
本
広
治
、
編
間

　
敏
男
（
但
し
、
三
七
年
八
月
死
去
）
が
い
る
。
三
五
年
に
浅
野
晃
が
大
孝
塾
研
究

　
所
に
大
間
知
を
尋
ね
た
隣
、
　
ウ
ェ
ス
タ
ー
マ
ー
ク
の
『
入
類
婚
姻
史
』
、
　
フ
レ
ー

　
ザ
ー
の
『
金
枝
鱗
…
』
が
書
架
に
並
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
時
の

　
来
訪
が
機
縁
で
浅
野
も
入
所
す
る
こ
と
に
な
る
（
浅
野
　
前
掲
「
戦
前
の
思
い
出

　
か
ら
」
『
著
作
集
』
第
三
巻
月
報
　
一
九
七
六
年
）
。

⑳
　
大
問
知
ハ
篤
　
二
『
践
本
家
㎝
族
翻
…
度
の
研
究
』
（
『
國
畏
思
屈
心
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
嬬
怨
ハ

　
輯
　
輩
下
思
想
研
究
所
　
…
九
三
九
年
）
四
〇
頁
。

＠
　
大
仁
知
篤
三
「
隠
贋
の
資
料
」
（
『
著
作
集
』
第
一
巻
　
｝
九
七
五
年
）
。
初
出

　
は
「
会
員
通
信
　
隠
羅
」
の
題
名
で
『
風
間
伝
承
晦
｝
九
三
六
年
八
月
号
に
発
衷
。
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こ
の
中
で
大
間
知
は
「
山
村
調
査
」
で
採
集
し
た
関
係
語
彙
を
踏
ま
え
な
が
ら
も

　
家
族
制
度
研
究
上
「
傍
系
親
族
を
ま
で
一
家
族
に
包
容
し
か
つ
一
つ
の
寵
の
飯
で

　
生
活
す
る
大
家
族
が
一
方
に
あ
る
の
に
薄
し
て
、
直
系
親
族
に
い
た
る
ま
で
世
代

　
別
に
竈
を
分
か
っ
て
生
活
す
る
隠
居
欄
が
、
遙
か
に
広
い
範
閥
に
わ
た
っ
て
分
布

　
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
」
（
四
一
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

㊥
　
大
間
知
　
前
掲
『
日
本
家
族
鋼
度
の
研
究
』
七
－
八
頁
。
こ
の
部
分
は
同
書
を

　
改
題
し
た
『
著
作
集
』
所
収
の
「
家
に
つ
い
て
の
覚
書
」
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い

　
る
。

⑳
　
　
「
『
民
賜
伝
承
臨
金
銭
出
納
帳
」
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
以

　
下
の
如
く
で
あ
る
。
　
九
三
六
年
八
月
一
五
限
、
五
〇
銭
（
内
容
不
明
）
／
三
七

　
年
七
月
二
六
日
、
一
円
八
○
銭
（
御
中
元
石
鹸
）
／
三
八
年
六
月
二
一
日
、
四
円

　
四
〇
銭
（
紅
茶
二
尊
）
／
三
八
年
七
月
二
〇
艮
、
二
円
六
〇
銭
（
菓
子
）
。

第
三
章
　
戦
時
下
の
「
民
間
伝
承
の
会
」

第
一
節
　
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
の
周
辺

柳田民俗学と東大新人会（鶴見）

　
一
九
三
九
年
か
ら
四
学
年
に
か
け
て
論
壇
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
ア
ジ
ア
主
義
の
潮
流
は
柳
田
と
大
間
知
の
両
者
か
ら
比
較
民
俗
学
と
い
う
同

種
の
関
心
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
そ
の
反
面
に
於
い
て
大
問
知
が
柳
田
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
方
法
上
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
役
割
を
果

た
し
た
。

　
周
知
の
如
く
柳
田
は
大
正
末
期
、
自
己
の
民
俗
学
を
「
独
り
同
胞
日
本
平
民
の
前
代
に
付
て
、
よ
り
精
確
な
理
解
を
得
る
に
止
ま
ら
ず
、
更

に
之
を
他
の
比
隣
民
族
の
生
活
と
比
較
」
す
る
こ
と
を
将
来
に
向
け
て
希
求
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
と
り
わ
け
擁
壁
ア
ジ
ア
の
諸
民

族
を
射
程
に
置
い
た
「
何
れ
も
日
本
の
受
配
が
明
る
く
な
る
な
ら
ば
、
少
し
は
自
分
た
ち
の
ど
う
し
て
貧
し
く
又
哀
れ
で
あ
る
か
の
、
隠
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

原
因
が
知
れ
る
で
あ
ら
う
か
と
、
待
っ
て
居
る
ら
し
き
様
子
が
見
え
る
偏
と
い
う
霊
域
に
見
る
如
く
、
そ
の
基
層
に
政
治
意
識
を
秘
め
て
い
る

点
に
於
い
て
、
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
に
よ
る
異
民
族
善
導
の
理
論
と
し
て
の
ア
ジ
ア
主
義
に
呼
応
す
る
要
素
を
含
ん
で
い
た
。
だ
が
、
そ

う
し
た
外
的
誘
因
に
し
ば
し
ば
反
応
し
つ
つ
も
、
戦
時
に
於
い
て
柳
田
が
見
せ
た
「
比
較
民
俗
学
」
へ
の
取
り
組
み
方
で
一
貫
し
て
い
る
の
は
、

ま
ず
碍
本
の
民
俗
事
象
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
他
の
民
族
の
有
す
る
民
俗
を
並
列
に
置
く
と
い
う
段
階
に
慮
ら
を
止
め
、
「
寧
ろ
生
活
様
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
を
當
然
と
し
、
聖
女
た
る
皮
相
上
の
偶
合
に
驚
い
た
り
喜
ん
だ
り
せ
ず
」
そ
れ
ら
を
統
一
し
て
論
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
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は
自
制
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

　
こ
の
姿
勢
は
戦
時
中
の
柳
田
が
民
俗
学
の
上
で
、
時
局
に
対
し
て
は
た
ら
き
か
け
た
発
言
の
最
た
る
例
と
し
て
し
ぼ
し
ば
引
か
れ
る
一
九
三

九
年
か
ら
四
〇
年
に
創
元
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
の
第
一
巻
『
政
治
・
軍
事
篇
（
…
）
』
（
一
九
三
九
）
に
「
巻
頭
雷
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
寄
せ
た
「
ア
ジ
ア
に
寄
す
る
言
葉
」
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
中
で
柳
田
は
ア
ジ
ア
に
於
い
て
「
古
来
ひ
そ
か
な
る
交
渉
」
が
行
わ

れ
て
き
た
傍
証
を
、
日
本
の
説
話
と
類
似
し
た
昔
話
が
ア
ジ
ア
規
模
で
散
在
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
る
。
そ
し
て
比
較
照
合
の
た
め
の
道
具
と

し
て
漢
字
の
持
つ
有
効
性
を
強
調
し
、
「
常
民
の
最
も
心
の
奥
に
ひ
そ
む
も
の
を
、
こ
れ
に
よ
っ
て
突
合
せ
て
見
る
こ
と
は
、
五
族
協
和
の
理

想
の
た
め
に
も
必
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
筈
だ
。
葉
亜
の
新
し
い
秩
序
の
礎
石
も
、
案
外
か
や
う
な
塵
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
」

（
同
書
　
一
i
三
頁
）
と
結
ぶ
。
「
五
族
協
和
」
と
い
う
言
葉
を
織
り
込
み
な
が
ら
も
、
紺
象
と
な
る
民
俗
素
材
を
「
突
合
せ
て
見
る
」
以
上
の
論

及
を
行
わ
な
い
筆
調
は
平
素
、
一
国
民
俗
学
の
充
実
を
唱
道
し
、
「
少
な
く
と
も
自
分
た
ち
の
資
料
の
比
較
の
基
礎
に
な
る
も
の
だ
け
は
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

二
分
に
精
確
に
又
判
り
易
く
分
類
整
理
し
て
、
い
や
し
く
も
臆
説
受
認
の
入
込
む
鯨
地
の
無
い
」
よ
う
に
し
た
い
こ
と
を
力
説
す
る
柳
田
と
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
普
段
の
慎
重
さ
に
似
合
わ
ず
、
ア
ジ
ア
規
模
で
の
比
較
民
俗
学
を
説
く
柳
田
の
こ
の
高
揚
は
、
同
講
座
の
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

集
顧
問
を
務
め
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
い
か
な
る
経
過
を
以
て
、
柳
田
が
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
に
関
わ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
生
ぜ

し
め
る
。

　
編
集
委
員
の
一
人
に
水
野
成
失
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
は
、
同
講
座
の
人
選
に
新
人
会
の
旧
「
解
党
派
」
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

本
来
、
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
の
淵
源
は
一
九
三
七
年
秋
、
当
時
日
本
評
論
社
に
居
た
石
堂
清
倫
が
「
支
那
問
題
」
講
座
の
名
前
で
「
ア
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
諸
民
族
を
非
武
力
的
手
段
に
よ
っ
て
結
合
す
る
道
は
あ
り
う
る
か
」
と
い
う
意
図
か
ら
、
既
に
知
己
と
な
っ
て
い
た
尾
崎
秀
実
と
新
し
い
研

究
者
の
結
集
を
計
っ
た
所
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
後
稿
料
問
題
か
ら
日
本
評
論
社
か
ら
の
刊
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
企
画
を
尾
崎
が
譲
り

　
　
　
　
　
　
　
⑦

受
け
た
来
歴
を
持
つ
。
「
支
那
問
題
」
講
座
の
段
階
で
も
尾
崎
は
執
筆
者
の
選
定
に
は
極
め
て
神
経
質
で
あ
り
、
左
翼
色
の
強
い
人
物
の
参
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
極
力
抑
え
る
方
針
を
竪
持
し
て
い
た
が
、
柳
田
の
名
前
は
上
が
っ
て
来
な
か
っ
た
。
従
っ
て
柳
田
が
執
筆
者
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
は
、
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尾
崎
が
水
野
ら
新
人
会
出
身
の
「
解
党
派
」
と
結
ん
で
以
降
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
秋
、
作
家
と
し
て
武
漢
作
戦
に
従
軍
し

て
い
た
浅
野
晃
が
水
野
か
ら
の
電
報
で
急
遽
帰
国
し
、
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
の
編
集
協
力
を
求
め
ら
れ
た
時
点
で
、
既
に
編
集
は
実
質
的
に

水
野
ら
旧
「
解
党
派
」
の
手
に
移
っ
て
お
り
、
執
筆
者
の
顔
触
れ
は
尾
崎
の
意
を
汲
り
取
り
な
が
ら
も
、
実
際
の
執
筆
依
頼
を
担
当
し
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

水
野
と
浅
野
だ
っ
た
。
版
元
と
な
っ
た
創
元
社
は
三
八
年
よ
り
柳
田
の
著
作
が
『
創
元
選
書
』
と
し
て
刊
行
中
で
あ
り
、
ま
た
同
時
期
に
は
浅

野
の
訳
出
し
た
岡
倉
天
心
『
東
洋
の
思
想
』
（
三
九
年
）
、
ア
ラ
ン
『
教
育
論
』
（
三
七
年
、
水
野
・
浅
野
共
訳
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
双
方
が
相

即
す
る
条
件
は
整
っ
て
い
た
。
創
元
社
は
当
時
ま
で
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
の
よ
う
な
時
事
問
題
を
扱
っ
た
企
画
は
経
験
が
浅
か
っ
た
こ
と
か

　
　
　
⑪

ら
見
て
も
、
こ
の
企
画
が
水
野
、
浅
野
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
は
聞
違
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
二
人
の
他
に
、
編
集
事
務
に
従
事
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
が
、
や
は
り
新
人
会
出
身
で
旧
「
解
党
派
」
の
一
人
で
あ
る
喜
入
虎
太
郎
、
他
に
大
下
知
篤
三
で
あ
っ
た
。

　
編
集
以
外
に
彼
ら
が
各
々
こ
の
講
座
に
寄
稿
し
た
中
で
浅
野
は
ア
ジ
ア
で
の
「
自
己
の
古
典
精
神
を
同
復
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
的
役
割
」
を
強

調
し
、
そ
の
典
型
を
明
治
維
新
に
求
め
「
印
度
お
よ
び
支
那
の
現
代
思
潮
を
大
槻
し
て
、
そ
こ
に
や
は
り
此
の
型
が
支
配
し
て
み
る
馬
穴
を
お

お
い
な
る
希
望
を
以
て
眺
め
る
の
で
あ
る
」
、
「
現
代
ア
ジ
ア
思
潮
の
混
沌
を
貫
く
ア
ジ
ア
復
興
の
ミ
ト
ス
は
日
本
に
よ
っ
て
1
日
本
の
決
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
實
践
に
よ
っ
て
一
與
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ら
う
」
と
、
「
日
本
浪
漫
派
」
領
袖
と
し
て
の
日
本
回
帰
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
日

本
が
ア
ジ
ア
を
指
導
す
る
と
い
う
こ
の
主
張
は
、
軍
国
主
義
の
潮
流
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
、
新
人
会
時
代
の
彼
の
主
張
と
そ
の
指
導
者
意
識

の
表
出
に
於
い
て
同
形
異
類
で
あ
る
。
浅
野
の
よ
う
に
あ
か
ら
さ
ま
な
政
治
的
な
提
言
で
は
な
く
、
民
俗
学
の
論
考
の
枠
内
で
な
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
、
試
問
知
の
思
考
も
ま
た
、
こ
の
局
面
で
は
新
人
会
時
代
の
黒
鼠
を
取
り
戻
し
て
、
包
括
的
法
則
の
量
示
と
い
う
形
を
と
る
。
同
講

座
第
九
巻
に
大
鷺
知
の
寄
せ
た
「
支
那
の
婚
姻
」
の
第
一
節
で
彼
は
、
通
婚
範
囲
の
制
約
に
よ
っ
て
外
婚
制
と
内
婚
制
の
別
を
前
提
に
し
た
上

で
、
「
人
口
周
密
に
し
て
下
魚
甚
だ
少
な
い
支
那
に
お
い
て
」
、
同
姓
不
図
の
原
則
が
「
そ
の
本
来
の
姿
で
あ
る
と
こ
ろ
の
同
宗
間
に
限
ら
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
」
変
遷
を
典
拠
に
、
そ
の
傾
向
を
敷
術
し
て
「
支
那
と
は
限
ら
ず
世
界
全
体
を
通
じ
て
、
内
婚
調
並
び
に
外
婚
欄

の
将
来
に
関
し
て
」
、
「
内
婚
圏
は
一
般
的
に
漸
次
拡
大
さ
れ
…
…
全
人
類
的
一
単
位
の
通
婚
圏
に
進
ま
ん
と
し
て
す
る
傾
向
を
も
つ
て
い
る
の
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⑭

で
あ
る
」
と
展
望
す
る
。
こ
う
し
た
大
間
知
の
思
考
法
は
新
人
会
時
代
に
培
わ
れ
、
柳
田
と
の
師
弟
関
係
の
中
で
後
景
に
退
く
も
の
の
、
捨
て

去
ら
れ
る
こ
と
な
く
戦
時
に
於
け
る
比
較
民
俗
学
興
隆
の
機
運
に
対
し
て
は
か
な
ら
ず
も
再
び
表
に
出
た
と
い
え
よ
う
。
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』

は
政
治
活
動
離
脱
後
も
大
間
知
が
水
野
、
浅
野
ら
新
人
会
の
旧
「
解
党
派
」
と
持
続
し
た
交
流
を
成
立
要
因
の
ひ
と
つ
に
持
つ
と
と
も
に
、
柳

田
も
ま
た
自
ら
の
民
俗
学
の
領
分
を
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
呼
応
し
た
点
で
両
者
が
収
敏
し
た
場
と
し
て
の
位
置
を
持
つ
の
で
あ
る
。
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第
二
飾
　
時
局
下
の
柳
田
門
下

　
『
ア
ジ
ア
問
題
講
座
』
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
三
九
年
二
月
、
大
間
知
は
満
州
建
国
大
学
（
以
下
、
心
霊
と
略
す
）
へ
赴
任
す
る
。
直
接
の
要
因
は

金
沢
歩
兵
第
七
連
隊
の
上
官
で
軍
法
会
議
に
附
さ
れ
た
大
三
春
の
た
め
に
奔
走
し
、
三
六
年
以
来
、
関
菓
軍
参
謀
と
し
て
構
想
の
段
階
か
ら
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

大
設
立
に
関
与
し
て
き
た
辻
政
信
の
懲
愚
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
間
知
に
先
立
っ
て
前
年
一
〇
月
に
新
人
会
撮
身
の
守
随
一
が
満
鉄
新
京

支
社
に
着
任
し
て
お
り
・
大
連
で
は
守
随
の
歓
待
を
受
け
て
い
雫
こ
の
地
で
大
間
知
は
満
州
で
柳
田
と
霜
違
占
州
を
鯖
に
し
て
い
三
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

初
の
分
担
は
ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
た
が
、
並
行
し
て
建
国
大
学
研
究
院
で
「
民
族
研
究
班
」
に
所
属
し
、
「
満
洲
二
曹
ケ
ル
民
族
ノ
研
究
」
を
主

題
に
敗
戦
ま
で
の
六
年
間
、
同
地
で
民
族
調
査
に
従
事
す
る
。
既
に
豊
満
以
前
の
段
階
か
ら
柳
田
の
民
俗
調
査
へ
の
疑
念
を
抱
い
て
い
た
大
間

知
の
視
点
は
、
こ
こ
で
多
様
な
雷
語
系
統
に
よ
っ
て
民
俗
語
彙
を
媒
介
に
す
る
調
査
方
法
か
ら
の
乖
離
を
更
に
深
め
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
四

四
年
一
月
に
『
満
洲
民
族
学
会
会
報
』
に
大
間
知
が
発
表
し
た
「
オ
ボ
調
査
標
摺
」
は
、
鰐
象
を
地
縁
・
血
縁
集
団
単
位
に
よ
る
共
同
祭
祀
の

祭
壇
（
オ
ボ
）
に
絞
っ
て
、
素
材
と
な
る
祭
祀
の
構
造
、
真
鱈
、
機
能
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
指
標
に
し
た
も
の
で
、
個
六
の
民
俗
事
象
の

名
称
は
あ
一
ま
で
補
足
的
に
位
葺
け
ら
れ
て
い
触
そ
の
反
面
、
航
ら
調
査
の
背
後
に
羅
的
な
ア
ジ
ア
主
義
が
影
を
落
と
し
・
大
間
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

身
、
一
方
で
「
北
方
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
る
民
族
政
策
を
確
立
す
る
た
め
」
の
研
究
設
備
の
充
突
を
説
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
立
場
は
国
民
思

想
研
究
所
、
専
大
と
い
う
研
究
機
関
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
柳
田
に
対
す
る
異
論
の
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
大
間
知
に
与
え
ら
れ
た
姪
楷
で

も
あ
っ
た
。



　
一
方
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
新
人
会
出
身
の
政
治
活
動
家
群
像
と
柳
田
民
俗
学
の
交
錯
は
、
一
九
四
二
年
四
月
に
福
本
和
夫
が
出
獄
す
る

こ
と
で
、
漸
く
そ
の
全
貌
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
刑
期
が
満
了
す
る
ま
で
の
福
本
の
動
向
は
、
四
二
年
三
月
九
日
の
「
豫
防
拘
禁
請
求
事
件
抗
告
理
由
」
が
示
す
如
く
、
「
依
然
ト
シ
テ
共
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

主
義
ヲ
信
奉
シ
來
リ
本
件
（
予
防
拘
禁
請
求
－
筆
者
濾
）
審
理
開
始
二
際
シ
始
メ
テ
共
産
主
義
運
動
ヨ
リ
離
脱
ス
ベ
キ
旨
表
明
シ
」
た
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
一
部
に
予
防
拘
禁
延
長
に
伴
う
保
護
観
察
所
入
り
へ
の
危
倶
が
あ
っ
た
ほ
か
、
遠
く
は
「
二
七
年
テ
ー

ゼ
」
に
よ
る
党
の
福
本
個
人
に
対
す
る
責
任
転
嫁
へ
の
憤
り
が
伏
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
福
本
が
三
月
一
一
日
に
提
出
し
た
上
申
書
の

「
将
領
ノ
方
針
二
就
イ
テ
」
の
中
に
、
獄
中
で
取
り
組
ん
で
い
た
「
近
世
日
本
學
藝
復
興
期
ノ
綜
合
比
較
研
究
」
が
実
地
調
査
を
要
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

う
個
所
で
「
柳
田
國
男
先
生
二
見
テ
イ
タ
ダ
キ
マ
シ
テ
、
御
教
示
ヲ
仰
グ
ベ
ク
、
ス
デ
ニ
其
ノ
御
快
諾
ヲ
得
テ
」
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
の
一
見
唐
突
な
梯
田
の
「
快
諾
」
の
事
実
も
、
両
春
の
間
に
橋
浦
泰
雄
と
い
う
人
物
を
配
置
す
れ
ば
自
ず
か
ら
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
出
獄

後
間
も
な
い
四
二
年
五
月
一
二
臼
付
の
福
本
が
橋
浦
に
あ
て
た
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

柳圏斑俗学と東大新人会（鶴見）

拝
啓
　
先
般
ハ
御
配
慮
ヲ
辱
ウ
シ
深
謝
…
致
シ
マ
ス
、
御
蔭
デ
多
年
念
願
ノ
先
生
ニ
オ
陰
ニ
カ
・
ル
ヲ
得
、
感
激
致
シ
マ
シ
タ
（
中
略
）
先
生

ノ
御
話
ニ
ヨ
リ
マ
ス
レ
バ
、
ア
ナ
タ
ハ
浦
富
ノ
御
出
下
畑
テ
、
西
尾
将
軍
ト
御
親
戚
デ
ア
ラ
レ
マ
ス
由
、
当
方
舎
弟
ノ
妻
が
鳥
取
高
女
出

身
デ
モ
ト
三
田
姓
、
ソ
ノ
三
田
ノ
オ
父
サ
ソ
ガ
ヤ
ハ
リ
将
軍
ト
イ
ト
コ
ニ
テ
御
親
類
ノ
由
、
不
思
議
ノ
ツ
ナ
ガ
リ
ニ
驚
イ
タ
コ
ト
デ
ア
リ

マ
シ
タ
、
伯
蓄
北
条
地
方
ノ
誹
言
、
方
書
、
略
語
考
ト
題
ス
ル
百
頁
足
ラ
ズ
ノ
拙
イ
一
文
ヲ
清
書
シ
マ
シ
タ
シ
、
裁
判
所
二
提
出
致
シ
テ

ヰ
マ
シ
タ
近
世
碍
本
学
藝
復
興
年
表
濡
燕
十
枚
ノ
モ
ノ
モ
返
ヘ
シ
テ
頂
イ
テ
ス
ッ
カ
リ
整
理
致
シ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
近
ク
又
先
生
ニ
オ
爵
ニ

カ
カ
リ
御
一
閲
ヲ
煩
ハ
シ
度
イ
ト
存
ジ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
（
以
下
略
、
橋
浦
赤
志
氏
所
蔵
）

「
多
年
念
願
ノ
先
生
」
と
は
無
論
、
柳
田
国
男
、
「
将
軍
」
と
は
陸
軍
大
将
・
西
尾
寿
造
、
そ
し
て
「
当
方
舎
弟
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
、
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福
本
が
身
を
寄
せ
て
い
た
実
弟
福
本
正
人
の
こ
と
で
あ
る
。
奇
し
く
も
「
不
思
議
ノ
ッ
ナ
ガ
リ
」
に
よ
っ
て
、
福
本
の
遠
縁
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
橋
浦
泰
雄
は
、
一
〇
代
後
半
で
郷
里
の
鳥
取
に
て
『
平
民
新
聞
』
を
読
む
こ
と
を
端
緒
に
社
会
主
義
に
接
し
、
二
〇
代
の
時
、
ク
ロ
ポ

ト
キ
ン
の
『
相
互
扶
助
論
』
に
啓
発
さ
れ
、
一
九
二
五
年
原
始
共
産
制
の
残
存
す
る
僻
村
を
求
め
て
柳
田
を
訪
れ
た
人
物
で
あ
り
、
心
情
的
に

は
む
し
ろ
無
政
府
主
義
の
系
統
に
属
し
て
い
た
。
そ
し
て
弟
の
橋
浦
時
雄
が
山
川
均
を
行
動
を
共
に
し
、
福
本
を
理
論
的
指
導
者
と
し
て
再
建

さ
れ
た
共
産
党
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
の
と
同
様
、
自
身
も
ま
た
福
本
主
義
時
代
の
共
産
党
に
饗
し
て
距
離
を
と
り
続
け
、
ナ
ッ
プ
（
全
日
本
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

産
者
芸
術
聯
盟
）
な
ど
の
外
郭
黒
体
に
参
撫
し
た
以
外
は
戦
前
党
籍
を
持
つ
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
橋
浦
と
福
本
の
遅
遁
は
弾
圧
が
最
も
苛
烈
を

極
め
た
時
期
、
研
究
素
材
と
し
て
の
民
俗
を
通
し
て
初
め
て
可
能
た
り
得
た
の
で
あ
る
。

　
と
も
か
く
も
柳
田
と
の
面
会
を
果
た
し
た
福
本
は
五
月
一
九
日
、
一
七
年
振
り
に
故
郷
の
鳥
取
県
下
北
条
へ
帰
着
す
る
。
六
月
一
六
日
付
で

柳
田
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
疲
労
の
た
め
「
先
生
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
取
調
べ
も
ま
だ
一
向
に
進
」
ま
な
い
も
の
の
、
「
漸
く
方
言
録
の
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

補
だ
け
を
ま
と
め
ま
し
た
」
と
近
況
報
告
を
し
て
い
る
。
門
追
補
」
の
正
編
に
あ
た
る
の
は
前
掲
の
橋
浦
に
宛
て
た
書
簡
に
あ
る
「
伯
誉
北
条

地
方
ノ
，
選
言
、
方
言
、
略
語
考
」
の
こ
と
で
あ
り
、
福
本
は
帰
郷
前
に
こ
れ
を
柳
田
に
手
渡
し
添
削
を
乞
う
て
い
た
。
方
言
研
究
に
福
本
が
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

饗
し
た
理
由
は
、
表
向
き
は
二
面
国
語
ノ
有
難
サ
」
を
理
解
す
る
補
足
と
し
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
方
言
採
集
に
対
し
て
福
本
が
い
か
に
熱

心
で
あ
っ
た
か
は
、
郷
里
か
ら
順
次
柳
田
に
送
っ
た
採
集
手
帖
が
示
し
て
お
り
、
鵬
獄
の
際
の
方
便
で
な
か
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　
福
本
が
柳
田
に
当
て
た
方
言
録
は
正
編
と
追
補
（
一
）
か
ら
（
＋
）
に
よ
っ
て
成
り
、
余
白
に
は
全
て
柳
田
の
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
正
編
の
み
は
出
獄
し
て
日
の
浅
い
福
本
が
帰
郷
を
前
に
し
て
「
古
イ
記
憶
ヲ
辿
り
ナ
ガ
ラ
思
ヒ
出
ズ
マ
マ
ニ
修
史
ノ
余
暇
ヲ
以
テ
何
ノ

秩
序
モ
ナ
ク
書
キ
ツ
ラ
ネ
タ
モ
ノ
」
（
「
伯
薯
北
条
地
方
ノ
玉
算
、
方
言
、
略
語
考
追
補
其
ノ
＝
所
収
「
ハ
シ
ガ
キ
」
、
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
）
で
あ
っ

た
が
、
柳
田
は
福
本
が
言
葉
の
意
味
を
未
詳
と
し
た
り
空
白
に
し
た
部
分
に
近
接
地
の
同
種
の
方
言
を
紹
介
し
た
り
的
確
な
用
例
を
記
入
し
た

栞
を
は
さ
ん
で
返
却
し
て
い
る
。
鳥
取
へ
帰
っ
て
か
ら
の
実
地
調
査
を
踏
ま
え
た
福
本
が
そ
の
採
集
手
帖
の
「
ハ
シ
ガ
キ
」
に
「
語
源
ノ
豊
明

ハ
広
汎
ナ
ル
比
較
研
究
二
天
ヅ
ク
モ
ノ
デ
ナ
ケ
レ
バ
、
独
断
論
二
野
ル
ヲ
免
レ
難
ク
シ
テ
…
…
」
（
同
前
）
と
記
し
た
の
も
、
経
験
を
蓄
積
さ
せ
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て
い
く
民
俗
研
究
法
の
一
端
に
触
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
福
本
が
柳
田
の
門
を
叩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
本
主
義
全
盛
期
の
社
会
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た
「
学
生
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
小
委
員
会
」
に

出
席
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
六
人
の
う
ち
四
人
ま
で
が
敗
戦
前
に
柳
田
に
接
触
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
晴
期
、
柳
田
は
昔
の
福
本
主

義
者
の
多
く
が
声
高
に
ア
ジ
ア
主
義
を
唱
え
る
の
を
直
視
す
る
一
方
で
、
曾
て
圧
倒
的
な
観
念
的
体
系
に
よ
っ
て
彼
ら
を
魅
了
し
た
当
の
福
本

が
、
郷
里
に
帰
っ
て
集
め
た
主
観
の
混
入
し
な
い
「
暴
言
、
方
言
、
略
語
考
」
に
目
を
通
す
と
い
う
立
場
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
四
三
年
九
月
、
橋
浦
を
加
え
て
浅
野
晃
と
行
っ
た
鼎
談
の
中
で
浅
野
が
視
察
し
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
島
興
部
の
慣
習
を
引
き
合
い
に
出

し
、
柳
田
の
「
民
間
伝
承
の
学
と
い
う
も
の
の
あ
ら
ま
し
を
、
今
臼
い
ろ
い
ろ
な
卜
定
で
常
識
に
ま
で
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
」
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
い
掛
け
を
し
た
と
こ
ろ
、
柳
田
は
即
座
に
「
私
ら
の
同
胞
に
た
い
し
て
抱
い
て
い
る
熱
意
と
い
う
も
の
を
、
す
ぐ
に
転
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
が
っ
た
入
種
に
持
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
は
困
難
な
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
彼
ら
の
霊
魂
に
は
触
れ
て
い
な
い
か
ら
ね
」
と
安
直
に
自

身
の
民
俗
学
を
異
民
族
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
は
っ
き
り
示
す
。
当
時
の
柳
田
に
二
〇
年
代
後
半
、
浅
野
を
始
め
と
す
る
福
本
と
直

接
交
渉
の
あ
っ
た
学
生
活
動
家
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
が
あ
っ
た
か
は
即
断
で
き
な
い
が
、
柳
田
の
発
言
は
こ
れ
に
先
駆
け
て
福
本
に
対
す

る
民
俗
採
集
上
の
交
流
と
指
導
を
経
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
柳
田
国
男
「
青
年
と
学
問
」
（
『
定
本
』
第
二
五
巻
一
九
六
四
年
）
一
〇
　
二
頁
、

　
二
五
九
頁
。
大
正
一
四
年
五
月
、
長
野
県
東
筑
摩
郡
教
育
会
で
の
講
演
を
基
礎
と

　
し
た
も
の
。

②
　
湿
田
国
男
「
比
較
民
俗
学
の
問
題
」
（
『
定
本
』
第
三
〇
巻
　
　
九
六
九
年
）
七

　
二
頁
。
　
一
九
四
〇
年
一
〇
月
『
朝
鮮
民
俗
』
第
三
号
に
掲
載
予
定
だ
っ
た
草
稿
…
。

③
　
藤
井
隆
至
「
柳
田
国
男
の
ア
ジ
ア
意
識
」
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
九
七
五
年
三
月

　
号
）
は
こ
の
文
言
を
重
視
し
、
特
産
に
対
し
柳
田
も
ま
た
迎
合
的
な
態
度
を
と
つ

　
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
鳥
越
晧
之
「
七
重
国
男
の
比
較
民
俗

　
学
の
論
理
構
造
」
（
竹
田
旦
編
『
民
俗
学
の
進
展
と
課
題
』
国
書
刊
行
会
　
｝
九
八

九
年
所
収
）
は
一
定
の
「
心
意
」
を
共
有
す
る
郷
土
人
と
い
う
圏
家
の
枠
組
と
は

　
異
な
る
、
極
め
て
伸
縮
性
の
あ
る
概
念
を
尺
度
に
棚
田
が
比
較
民
俗
学
を
想
定
し

　
た
点
を
強
調
し
、
藤
井
論
文
を
批
判
し
て
い
る
。

④
柳
田
国
男
「
學
問
と
民
族
結
合
」
（
『
定
本
』
第
三
〇
巻
｝
九
六
四
年
）
七
四

　
一
五
頁
。
初
出
は
『
朝
鮮
民
俗
』
第
三
号
（
一
九
四
〇
年
　
○
月
）
。

⑤
　
編
集
顯
間
は
他
に
今
井
登
志
喜
、
石
田
幹
之
助
、
波
多
野
乾
一
、
大
西
斎
…
、
和

　
田
清
…
、
橘
撲
、
長
岡
克
麿
、
宮
沢
俊
義
、
森
口
繁
治
。
編
集
委
員
は
水
野
の
他
に

　
尾
崎
秀
實
、
小
沢
正
元
、
田
中
番
蕾
、
木
村
重
、
木
下
半
治
。

⑥
石
堂
前
掲
『
わ
が
異
端
の
昭
和
史
』
二
〇
二
頁
。
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⑦
　
両
者
は
『
国
際
評
論
』
編
集
長
・
小
沢
正
元
（
二
五
年
棄
大
独
法
卒
、
新
人
会

　
会
員
）
の
推
量
で
知
り
合
っ
て
以
来
、
罷
崎
は
私
的
に
石
蛍
の
編
集
業
務
を
助
け

　
て
い
た
（
石
堂
清
倫
『
続
わ
が
異
端
の
昭
和
史
』
　
〔
勤
草
慰
房
　
　
一
九
九
〇
年
〕

　
二
八
二
買
）
。

⑧
一
九
九
二
年
　
一
月
一
六
日
付
、
石
堂
清
倫
氏
よ
り
筆
者
宛
書
簡
。
同
書
簡
に

　
よ
れ
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
系
の
摺
報
活
動
に
は
現
役
共
産
党
員
を
入
れ
て
は
な
ら

　
ぬ
と
い
う
鉄
則
が
ゾ
ル
ゲ
を
通
し
て
、
こ
の
時
尾
崎
の
示
し
た
人
選
の
慎
重
さ
と

　
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
水
野
ら
と
の
接
近
も
コ
尾
崎
が
ゾ
ル
ゲ
と
相
談
の
う
え
、
解

　
党
派
が
反
共
反
革
命
と
研
本
司
法
当
局
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
有
力
な
原

　
因
」
だ
っ
た
。

⑨
浅
野
前
掲
「
文
学
的
回
想
」
四
二
三
…
四
頁
。

⑩
後
藤
監
修
前
掲
『
誉
田
国
男
伝
』
八
八
九
i
九
〇
〇
頁
。

⑪
一
九
九
二
年
二
月
一
〇
日
、
筆
者
に
よ
る
秋
山
孝
夫
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
。

　
秋
山
氏
は
一
九
三
八
年
秋
、
詣
特
の
創
元
社
東
京
支
社
に
入
社
し
、
『
ア
ジ
ア
問

　
題
講
座
』
編
集
の
一
端
を
知
る
数
少
な
い
一
人
で
あ
る
。
民
に
よ
る
と
水
野
は
三

　
八
年
当
時
、
二
烹
日
お
き
に
来
祉
し
、
集
ま
っ
た
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

　
発
行
日
の
最
も
早
・
い
第
一
巻
『
政
治
∵
軍
事
篇
（
一
）
』
、
第
二
巻
『
政
治
・
軍
事

　
篇
（
二
）
『
（
各
々
発
行
艮
は
三
九
年
三
月
二
八
日
、
隠
年
署
月
一
五
日
）
は
言
わ

　
ぼ
要
の
巻
で
あ
り
、
第
一
巻
の
「
巻
頭
言
」
を
高
田
が
書
い
た
こ
と
の
意
味
は
大

　
き
か
つ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

⑫
　
浅
野
　
前
掲
「
戦
前
の
思
い
出
か
ら
」
。
石
堂
清
倫
氏
か
ら
前
掲
書
簡
を
通
し

　
て
大
悶
知
、
喜
入
を
編
集
・
執
筆
陣
に
灘
え
る
構
想
も
「
支
那
問
題
」
講
座
の
企

　
蘇
で
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
こ
れ
も
水
野
、
浅
野
の
計
ら
い
に
よ
る
も
の
で

　
あ
る
と
御
教
示
頂
い
た
。

⑱
浅
野
晃
「
現
代
ア
ジ
ア
思
潮
」
（
『
ア
ジ
ア
課
題
講
座
思
想
・
文
化
篇
（
二
）
』

　
第
一
一
巻
　
鋼
元
社
　
一
九
三
九
年
）
四
三
－
四
頁
。

⑧
　
大
醐
知
篤
三
「
支
那
の
婚
姻
」
（
『
著
作
集
』
第
六
巻
　
一
九
八
二
年
）
エ
四
四

　
頁
。
こ
こ
で
大
井
知
は
同
一
集
団
内
で
の
結
婚
を
慣
例
に
す
る
の
が
内
婚
制
、
そ

　
れ
を
禁
じ
異
集
団
の
成
員
と
の
結
婚
を
原
則
と
す
る
場
合
を
外
婚
制
と
定
義
し
て

　
い
る
。

⑯
　
湯
治
万
蔵
編
『
建
国
大
学
年
表
』
（
建
國
大
学
同
窓
会
　
一
九
八
一
年
前
六
七

　
頁
。

⑩
　
一
九
三
九
年
二
月
一
一
八
日
付
、
守
随
…
、
石
彙
清
倫
か
ら
丹
田
国
男
宛
葉
書

　
（
成
城
大
学
斑
俗
学
研
究
所
所
蔵
）
。
・
柳
田
は
満
鉄
の
株
を
相
当
数
持
っ
て
お
り
、

　
戦
後
反
古
に
な
っ
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
（
前
掲
　
牧
田
茂
氏
か
ら
の
聞
き
取

　
り
）
。

⑰
　
湯
治
万
蔵
編
前
掲
　
　
穴
四
頁
。
建
国
大
学
研
究
院
は
一
九
三
八
年
九
月
一

　
日
に
建
願
大
学
研
究
院
令
で
定
め
ら
れ
た
文
科
系
諸
科
学
の
総
合
研
究
機
関
で
あ

　
り
、
三
九
年
二
月
八
臼
に
盛
面
の
研
究
課
題
と
し
て
「
（
一
）
建
蜀
原
理
ノ
研
究
、

　
（
二
）
共
麗
主
義
批
判
ノ
研
究
、
（
三
）
民
族
ノ
研
究
、
（
四
）
國
禺
構
成
ノ
研
究
、

　
（
五
）
満
洲
国
二
於
ケ
ル
経
済
ノ
実
態
並
二
実
相
ノ
研
究
、
（
六
）
公
路
事
業
ノ
研

　
究
、
（
七
）
支
那
ヲ
中
心
ト
ス
ル
口
際
政
治
ノ
研
究
扁
が
設
定
さ
れ
て
い
る
（
同
書

　
一
二
〇
頁
、
　
一
論
ハ
一
瓢
貝
）
Q

⑱
大
盛
知
篤
三
「
オ
ボ
調
査
項
製
出
（
『
著
作
集
』
第
六
巻
）
二
三
八
i
四
二
頁
。

　
初
出
は
『
満
洲
民
族
学
会
会
報
』
一
九
四
四
年
…
月
号
。
例
え
ば
門
七
、
そ
の
オ

　
ボ
は
如
何
な
る
団
体
に
属
す
る
も
の
か
。
そ
の
オ
ボ
集
り
は
如
何
な
る
範
囲
の
人

　
々
に
よ
っ
て
挙
行
さ
れ
て
い
る
か
」
、
コ
～
七
、
家
庭
に
あ
っ
て
オ
ボ
の
神
々
に
祈

　
漏
す
る
の
は
、
如
何
な
る
必
要
か
ら
、
如
何
な
る
機
会
に
、
ま
た
如
何
な
る
方
式

　
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
」
。

⑲
大
間
知
篤
三
「
斑
族
研
究
所
の
必
要
」
（
『
．
著
作
集
』
第
六
巻
）
五
二
頁
。
初
出

　
は
『
満
洲
鎖
々
新
聞
』
一
九
閥
二
年
八
月
。

⑳
「
福
本
和
夫
に
封
ず
る
豫
妨
拘
禁
請
求
事
件
記
録
」
（
『
昭
和
思
想
統
欄
史
資
料
』

　
第
三
巻
「
共
産
主
義
・
無
政
府
主
義
篇
3
」
生
活
社
　
　
一
九
八
○
年
）
三
田
五
頁
。

　
以
下
、
「
福
本
洲
山
」
と
略
す
。
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⑳
石
堂
前
掲
『
中
野
重
治
と
祉
会
窯
義
』
一
四
一
頁
。

⑫
　
並
刷
掲
「
備
佃
壷
全
記
録
」
三
七
六
頁
。

⑭
橋
浦
の
足
跡
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
住
田
国
男
と
橋
浦
泰
雄
」
（
『
史
林
』
七
五
巻

　
六
号
　
一
九
九
二
年
＝
月
）
を
参
照
。

⑭
　
…
九
四
二
年
穴
月
一
六
日
付
、
福
本
和
夫
か
ら
柳
蹟
麟
男
宛
書
簡
（
『
福
本
和
夫

　
書
簡
抄
』
〔
日
本
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
研
究
所
　
一
九
七
八
年
〕
一
七
一
八
頁
）
。

⑳
　
晶
嗣
掲
「
福
太
∴
記
録
」
三
六
瓢
躍
鍬
。

⑭
　
六
名
中
、
柳
田
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
門
履
博
、
中
野
尚
夫
。
こ
れ

　
以
外
に
問
委
員
会
に
参
加
の
可
能
性
の
あ
る
呈
枝
恭
二
、
冬
野
猛
夫
は
各
々
三
四

　
年
、
三
〇
年
に
獄
死
。

⑰
　
　
「
民
聞
伝
承
に
つ
い
て
」
（
『
文
藝
春
秋
』
一
九
四
三
年
九
月
号
）
二
九
一
三
〇

　
頁
。

む
　
す
　
び
…
－
戦
後
の
師
弟
関
係

柳田民俗学と東大新人会（鶴見）

　
一
九
四
六
年
、
辛
苦
の
末
、
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
愚
問
知
は
、
し
ば
ら
く
郷
黒
富
山
の
富
山
高
校
（
旧
制
）
で
ド
イ
ツ
語
の
教
鞭
を
と

っ
て
い
た
が
、
四
八
年
九
月
、
柳
田
の
要
請
に
よ
っ
て
上
京
し
、
前
年
三
月
に
「
木
曜
会
」
が
発
展
解
消
し
成
立
し
て
聞
も
な
い
民
俗
学
研
究

所
の
嘱
託
と
し
て
民
俗
学
の
活
動
を
再
開
す
る
。
次
い
で
翌
年
四
月
、
「
民
間
伝
承
の
会
」
が
新
た
に
「
日
本
民
俗
学
会
」
に
再
編
さ
れ
る
に

及
ん
で
同
学
会
評
議
員
を
委
蠣
さ
れ
、
行
政
面
に
も
参
具
す
る
。
一
九
四
九
年
一
〇
月
の
『
民
間
伝
承
』
に
発
表
し
た
大
間
知
の
「
隠
居
制
の

調
査
項
目
」
は
対
象
を
限
定
し
な
が
ら
も
、
曾
て
の
「
全
国
山
村
生
活
調
査
」
、
「
海
村
調
査
」
で
は
柳
田
に
よ
っ
て
傍
ら
に
追
い
や
ら
れ
て
い

た
「
調
査
地
域
の
芦
数
、
隠
居
数
、
そ
れ
ら
の
人
数
」
、
「
家
々
の
系
譜
、
宗
門
人
別
帳
、
村
の
古
記
録
類
」
等
の
文
書
・
統
計
資
料
に
留
意
す

る
こ
と
を
習
頭
に
掲
げ
、
「
村
の
戸
数
割
は
隠
居
へ
も
か
か
る
か
」
、
「
村
で
戸
数
を
数
え
る
場
合
通
例
隠
居
所
を
も
一
戸
に
数
え
る
か
」
と
い

っ
た
具
体
的
な
事
実
の
把
握
を
志
向
す
る
項
目
を
交
え
、
民
俗
語
彙
偏
重
に
流
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
柳
田
主
導
の
民
俗
調
査
を
踏
襲
し
た
も
の

で
は
最
早
な
か
っ
た
。
五
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
八
丈
島
1
そ
の
民
俗
と
社
会
』
（
劉
兀
社
）
で
、
大
間
知
は
一
九
三
九
年
の
「
海
村
調
査
」

で
残
し
た
採
集
手
帖
に
加
え
、
四
九
年
六
月
新
た
に
行
っ
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
自
身
が
「
隠
居
制
の
調
査
項
目
」
で
提
唱
し
た
方
法
を
実

践
し
て
い
る
。
こ
こ
で
大
間
知
は
隠
居
の
時
期
決
定
に
注
目
し
、
そ
れ
が
足
入
に
よ
る
数
年
の
結
婚
生
活
を
経
た
後
、
嫁
入
り
に
劉
る
同
島
の

婚
姻
制
と
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
導
き
出
す
。
そ
し
て
二
つ
の
習
俗
の
背
後
に
あ
る
掛
銀
の
家
の
事
情
が
、
や
が
て
暮
方
の
事
情
に
よ
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①

っ
て
追
い
越
さ
れ
て
い
く
過
程
の
中
に
隠
居
欄
の
時
期
決
定
の
要
因
を
読
み
取
る
。
各
々
の
民
俗
事
象
を
言
葉
の
次
元
だ
け
で
は
な
く
、
抽
象

化
し
て
捉
え
再
構
成
す
る
大
問
知
の
民
俗
学
の
方
法
が
こ
こ
に
そ
の
全
貌
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
五
三
年
春
よ
り
大
間
知
は
結
核
の
た
め
療
養
に
努
め
て
い
た
が
、
翌
五
四
年
以
降
、
民
俗
学
研
究
所
・
旨
本
民
俗
学
会
と
の
関
係
を
断
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

表
向
き
の
理
由
は
柳
田
が
極
度
に
結
核
に
対
し
て
神
経
質
だ
っ
た
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
事
実
上
柳
田
と
の
交
渉
は
こ
の
蒔
か
ら
行
わ
れ
な
く
な

る
。
大
間
知
が
去
っ
て
い
っ
た
民
俗
学
研
究
所
は
翌
五
五
年
暮
れ
、
石
田
英
一
郎
が
五
四
年
に
講
演
「
日
本
民
俗
学
の
将
来
」
で
行
っ
た
発
言

を
契
機
と
す
る
、
柳
田
国
男
の
解
散
宣
言
に
直
面
す
る
。
日
本
民
俗
学
を
広
義
の
人
類
学
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
こ
の
石
田
の
主
張
は
、
四
九

年
、
柳
田
の
民
俗
学
に
「
最
初
か
ら
経
國
濟
民
と
い
っ
た
古
い
言
葉
で
現
せ
る
よ
う
な
、
現
代
及
び
未
來
へ
の
役
に
立
つ
學
問
と
い
う
首
尾
一

貫
」
し
た
も
の
と
、
人
間
自
ら
の
世
界
観
拡
大
の
た
め
に
「
人
間
自
身
の
古
い
姿
へ
向
っ
て
、
遠
く
深
く
遡
っ
て
い
く
」
歴
史
的
な
性
格
が
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
民
族
学
と
の
接
点
を
探
ろ
う
と
す
る
問
い
掛
け
の
中
で
既
に
な
さ
れ
て
い
た
が
、
柳
田
は
こ
の
石
田
の
提
案
を
容
れ
る

こ
と
な
く
、
五
七
年
四
月
民
俗
学
研
究
所
の
解
散
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
石
田
の
主
張
は
柳
田
民
俗
学
が
持
っ
て
い
た
規
範
性
を
問
い
直
す

も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
果
敢
な
提
案
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
石
田
が
当
初
か
ら
直
接
柳
照
の
傘
下
に
は
属
さ
ず
、
周
縁
部
か
ら
柳
田

の
民
俗
学
に
接
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
石
田
と
同
様
、
二
〇
年
代
後
半
に
福
本
主
義
に
身
を
投
じ
た
大
間
知
は
、

柳
田
の
民
俗
学
を
抽
象
的
、
構
造
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
、
あ
く
ま
で
技
術
的
な
批
判
を
も
っ
て
柳
田
の
民
俗
学
か
ら
離
れ
て
行
く
。

　
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
多
く
は
柳
田
民
俗
学
批
判
と
し
て
顕
在
化
し
て
く
る
社
会
学
的
手
法
に
よ
る
地
域
の
集
約
的
調
査
の
提
唱
を
背
景
と

し
て
、
大
間
知
は
「
民
俗
調
査
の
回
顧
」
を
発
表
し
、
柳
田
の
指
導
下
で
従
事
し
た
「
山
村
調
査
扁
、
「
海
村
調
査
」
を
批
判
す
る
。
こ
の
調
査

方
法
批
判
は
、
滞
在
日
数
の
短
さ
、
古
文
書
・
統
計
資
料
の
軽
視
、
古
老
に
よ
る
口
伝
の
偏
重
、
民
俗
語
彙
の
偏
重
、
総
体
と
し
て
の
村
落
を

捉
え
る
姿
勢
の
欠
如
等
の
骨
子
か
ら
な
り
、
か
つ
て
経
験
し
た
採
集
調
査
は
「
村
の
特
徴
と
い
う
も
の
が
全
く
考
慮
さ
れ
ず
し
、
「
村
の
個
々
の

事
象
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
と
断
ぜ
ら
れ
る
。
そ
し
て
往
時
、
大
間
知
が
そ
の
作
成
に
意
を
注
ぎ
、
他
の
調
査
員
の

追
随
を
許
さ
ぬ
ま
で
の
完
成
度
を
持
っ
て
い
た
採
集
手
帖
に
つ
い
て
も
、
「
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
百
の
ば
ら
ば
ら
の
項
目
で
あ
っ
た
。
か
り
に
あ
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柳田民俗学と東大新人会（鶴見）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
し
た
項
目
を
二
倍
に
も
三
倍
に
も
ふ
や
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
結
果
は
や
は
り
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
、
柳
田
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
質

問
事
項
を
一
蹴
す
る
。
戦
前
柳
田
に
最
も
傾
倒
し
た
民
俗
学
者
の
一
人
の
手
に
よ
る
こ
の
批
判
は
、
戦
後
に
到
る
ま
で
厳
然
と
残
っ
た
柳
田
の

研
究
組
織
が
持
つ
硬
直
性
の
傍
証
と
も
な
る
。
こ
の
視
座
に
沿
っ
て
限
定
的
な
空
間
か
ら
独
自
に
隠
居
制
、
婚
姻
制
の
構
造
を
抽
出
し
た
点
に

於
い
て
明
ら
か
に
「
大
鰐
知
民
俗
学
」
の
範
疇
は
定
ま
り
得
る
。
そ
こ
で
は
柳
田
に
師
薯
し
て
以
降
身
に
つ
け
た
民
俗
採
集
の
技
術
だ
け
で
は

な
い
、
厳
密
な
理
論
体
系
の
許
に
大
衆
運
動
を
抽
象
化
し
て
捉
え
、
そ
こ
に
一
定
の
構
造
、
法
則
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
思
潮
に
大
間
知
が

学
生
時
代
、
身
を
置
い
た
こ
と
と
の
連
関
性
を
無
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
か
つ
て
「
民
間
伝
承
の
会
」
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
日
本
民
俗

学
講
習
会
に
於
い
て
佐
々
木
彦
一
郎
が
集
落
の
形
態
を
自
然
条
件
、
農
業
経
済
、
社
会
組
織
と
の
相
関
関
係
か
ら
考
察
す
る
視
点
を
提
起
し
た

　
⑤
こ
と
を
省
み
れ
ば
、
大
間
知
の
行
程
は
そ
の
延
長
に
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
大
間
知
に
よ
る
学
術
的
洗
練
の
過
程
で
多

く
が
捨
象
さ
れ
た
「
民
衆
の
生
活
改
善
」
こ
そ
寸
劇
が
自
己
の
民
俗
学
に
託
し
た
課
題
で
あ
り
、
鯨
朝
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
柳
田
の
傘
下
に

入
っ
た
最
た
る
要
因
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
九
六
七
年
一
〇
月
、
中
野
重
治
は
講
演
「
国
語
と
方
言
」
の
中
で
、
標
準
語
に
よ
る
画
一
化
に
対
し
て
、
方
言
擁
護
の
立
場
か
ら
「
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

言
葉
で
な
け
れ
ば
現
せ
な
い
あ
る
ム
1
ド
を
も
っ
て
い
る
、
そ
の
ム
ー
ド
と
い
う
も
の
は
科
学
的
に
説
明
で
き
る
も
の
だ
」
と
持
論
を
述
べ
る
。

客
観
的
な
立
場
か
ら
制
度
慣
習
を
説
き
起
こ
す
の
で
は
な
く
、
生
活
す
る
人
間
の
心
に
即
し
て
生
活
習
俗
を
可
変
的
に
捉
え
る
柳
田
の
民
俗
観

は
、
こ
こ
で
中
野
に
よ
っ
て
更
に
敷
術
さ
れ
、
一
般
法
則
に
対
峙
す
る
眼
前
の
事
象
と
い
う
形
で
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
野
の
姿
勢
に
は
、

新
人
会
時
代
に
意
識
の
外
に
あ
っ
た
郷
土
の
生
活
習
俗
に
潜
ん
だ
普
遍
を
拒
む
力
を
柳
田
民
俗
学
受
容
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義

運
動
の
申
で
も
う
一
度
捉
え
直
し
た
縮
図
が
あ
る
。
遡
っ
て
一
九
四
七
年
四
月
、
柳
闘
が
第
一
圓
参
議
院
選
挙
（
全
国
区
）
に
於
い
て
、
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
ら
立
候
補
し
た
中
野
重
治
を
支
持
し
た
背
景
に
は
主
義
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
自
身
の
学
問
の
基
底
に
あ
る
志
と
重
な
る
も
の
を
中
野
の
う

ち
に
見
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
同
時
に
そ
れ
は
大
戦
下
に
生
ま
れ
た
柳
田
民
俗
学
を
学
ぶ
新
人
会
会
員
と
い
う
関
係
の
中
で
、
「
師
」
た
る
柳

田
が
自
ら
進
ん
で
見
せ
た
政
治
の
場
に
於
け
る
数
少
な
い
肯
定
的
な
意
志
表
示
で
も
あ
っ
た
。
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①
　
『
八
丈
島
一
そ
の
民
俗
と
社
会
』
（
翔
元
社
　
　
一
九
五
二
年
）
一
七
七
－
八
頁
。

②
　
鎌
田
久
子
「
心
な
い
刷
れ
」
（
『
著
作
集
陣
第
五
巻
月
報
　
未
来
祉
　
一
九
七
五

　
年
）
。

③
　
「
斑
俗
学
か
ら
民
族
学
へ
」
（
『
民
族
学
研
究
』
一
九
五
〇
年
二
月
号
）
一
八
五

　
頁
。
柳
田
、
折
口
信
夫
と
の
鼎
談
。

④
　
大
間
知
篤
三
「
畏
俗
調
査
の
團
願
」
（
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
第
一
三
巻
　
平
凡

　
社
　
…
九
六
〇
年
）
七
－
一
二
頁
。

⑤
佐
々
木
彦
一
郎
「
既
俗
学
と
地
理
学
と
の
境
」
（
柳
田
函
男
編
『
日
本
民
俗
学

　
研
究
』
岩
波
轡
店
　
一
九
三
五
年
）
三
＝
瓢
一
四
頁
。
三
五
年
八
月
四
日
に
行
わ

　
れ
た
佐
々
太
》
に
よ
る
潟
じ
題
名
の
講
演
録
。

⑥
中
野
藩
『
国
語
と
喜
』
（
カ
セ
ッ
ト
で
聞
く
学
芸
襲
i
護
文
化
講

　
演
か
ら
一
）
（
岩
波
書
店
／
N
H
K
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
。
一
九
六
七
年
一
〇

　
月
二
霞
、
札
幌
道
新
ホ
ー
ル
で
の
講
演
。

⑦
　
柳
田
国
男
「
私
は
共
産
党
に
投
票
す
る
」
（
『
ア
カ
ハ
タ
』
一
九
四
七
年
四
位
二

　
三
日
）
。
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characteristics　the　Middle　Yayoi　Period　in　the　lsewan　region　is　divided

into　five　stages．

　　From　a　collection　and　examination　of　pottery　from　throughout　the

Kinki　and　lsewan　regions　and　from　east　of　the　lsewan　region，　it　is　seen

that　whilst　in　the　Early　Yayoi　Period　imported　pottery・　is　found　throur．

ghout　the　whole　region，　in　later　periods　its　distribution　is　restricted　to

areas　ciosest　to　lsewan，　no　imported　pottery　being　found　outside　of　lsewan

by　the　Middle　Period－4．

　　Changes　in　Yayoi　pottery　in　the　Kinki　region　are　conventiona11y

understood　to　be　1inked　to　developments　in　design　technique　made

possible　by　effective　ilse　of　the　potter’s　wheel．　From　this　investigation

it　can　be　seen　that　in　the　lsewan　region　such　changes　were　not　related

to　the　use　of　the　potter’s　wheel　but　were　the　result　of　attempts　to　achieve

the　most　ethcient　design　techniques　possible　without　use　of　the　wheel．

The　Middle　Period－4　in　lsewan，　which　corresponds　to　the　Later　Period

3－4　in　Kinki，　can　be　seen　as　a　period　when　the　directions　of　change　in

pottery　design　in　the　two　regions　were　opposed　and　movement　of　pottery

between　the　regions　was　coming　to　an　end．　ln　other　words，　changes

in　pottery　in　the　lsewan　region　are　cieariy　reflected　in　its　interactlon

with　the　Kinki　regien，　and　furthermore，　from　a　comparison　with　the

surrounding　areas，　are　seen　to　correspond　closely　with　changlng　social

trends　throughout　East　and　West　Japan　at　that　time．

　　　　　　　The　Folklore　Studies　of　Yanagita　Kunio　and

Todai　Shinjinkai：　With　special　reference　to　Omachi　Tokuzo

by

TsuRuMi　Taro

　　In　the　1930’s　Yanagita　Kunio柳田國男developed　his　own　style　of　folk

research　and　in　1935　established　the　Fo玉k　Seciety民間伝承の会，　which

many　leftists　joined　as　a　result　of　the　thought　control　activities　of　tlie

government．　Some　of　these，　who　had　been　members　of　Todai　Shinjinkai

東京帝大新人会，and　who　had　been　leaders　in　the　students’socia正move－

ment　of　the　1920’s　devoted　themselves　to　Yanag圭ta，s　folk正ore　studies．　It
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has　’been　thought　that　they　sought　to　develop　their　insight　into　the

people　and　their　native　culture　by　studying　Yanagita’s　worl〈　after　th’eir

conversion　from　communisエn．　However，　at　the　level　of　the圭r　pattems　of

thought，　there　re皿ained　a　remarkable　inconsistency　between　Yanagita’s

inductive　method，　collecting　pieces　of　foll〈　vocabularY　by　fieldworl〈，　and

the　ideas　of　most’of　the　former　Shinjinkai　members，　who　had　been

fascinated　by　‘Fukumoto・ism，福本主義and　expected　the　people　to　be

directed　by　the　elite．　These　latent　differences　became　more　apparent

as　they　participated　ideologicaily　in　Japanese　aggression　against　other

Asian　countries　and　sought　to　persuade　Yanagita　to　develop　a　systematic

theory　applicable　to　the　whole　of　Asia．

　　This　strained　relationship　is　particularly　noticeable　in　the　case　of　folk－

lorist　Omachi　Tokuzo：大間知篤三，　who　had　been　the　leader　of　Shinjinkai

in　the　late　1920’s．　While　Omachi　was　one　of　the　most　skilled　in　Yana－

gita’s　method，　he　was　a皿ember　of　the　National　Thought　Research

Institute国民思想研究所，　a　facility　for　the　protection　of　converts，　at　which

he　was　engaged　in　research　into　the　customs　of　Japanese　families．

Furthermore，　in　1939　he　accepted　a　post　at　the　National　University　of

Manchuria満州建国大学，　conducting　investigations　into　minority　groups

in　Manchuria　until　the　end　of　the　war．　Under　these　circumstances
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Otnachi　established　his　own　methodology，　by　which　the　researcher　can

interpret　folk　phenomena　structurally　through　intensive　fieldwork．　Thus，

Yanagita’s　tolerance　for　leftists，　and　his　‘teacher－pupil’　relationship　with

former　Shinjinkai　members，　hid　a　variety　of　complications．
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